
 

５
月
21
・
22
の
２
日
間
、
宿
毛

市
に
お
い
て
、
第
16
回
宿
毛
カ
ッ

プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
、
高
知
県
と
愛
媛
県
か
ら
合
計

58
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

３
年
生
チ
ー
ム
は
、
順
調
に
予

選
を
勝
ち
上
が
っ
た
後
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め
、
１
勝

１
分
け
で
決
勝
リ
ー
グ
進
出
を
決

め
ま
し
た
。

 

最
後
の
決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
越

知
・
佐
賀
・
宿
毛
の
高
知
勢
で
の

優
勝
争
い
の
末
、
１
勝
１
敗
で
、

見
事
、
準
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
に
は
、
５
年

生
が
２
人
し
か
い
な
い
５
年
生
チ

ー
ム
も
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は

奮
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
年
生

の
ガ
ン
バ
リ
も
あ
り
、
４
試
合
中

１
勝
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
進
歩

で
、
今
後
に
繋
が
っ
て
い
く
糧
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
指
導

者
や
遠
く
ま
で
応
援
・
お
手
伝
い

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
２
日
間
、
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
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第16回高野山旗学童軟式野球選手権大会出場決定！！おめでとう、越知バッファロー！

お 名 前
生年月日
両 親
住 所
メッセージ

浅田 栞奈　（女）
平成22年6月9日
浅田 一平太・佐織
越知町4区
これからも元気に大きく育ってね。（父ちゃんより）
いつも笑顔をふりまいてくれる栞奈♥
生まれてきてくれてありがとう。
人の気持ちがわかる優しい子になってね。（母より）

あさ だ    かん  な

お 名 前
生年月日
両 親
住 所
メッセージ

岡林 芹　（女）
平成22年7月5日
岡林 健作・里香
越知町1区
誕生日おめでとう。すくすく元気に育ってね。　　
（お父さん・お母さんより）

3人仲良く、いっぱい遊ぼうね。　　　　　　　
（お兄ちゃん・お姉ちゃんより）

おかばやしせり

お 名 前
生年月日
両 親
住 所
メッセージ

廣瀨 月菜　（女）
平成22年7月3日
廣瀬 博文・美加
越知町6区
お誕生日おめでとう。
元気で優しい女の子になってね。（父・母より）

ひろ せ     る   な

３
年
生
チ
ー
ム
、準
優
勝
！

越
知
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

 

現
在
、
越
知
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、
新
入
部
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
に
も
基
礎
か
ら

優
し
く
指
導
し
ま
す
。

 

体
験
入
部
も
随
時
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
横
川
友
一
（
監
督
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
―
４
３
３
６
―
１
２
７
４

サ
ッ
カ
ー
部
員

募
集
中
！

越知町観光協会からのお知らせ

7月30日（土） ※雨天時は7月31日（日）
第29回によどかあにばる
詳しくは12ページをご覧ください。
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入
門
・
初
級
の
二
部
門
に
出
場
し
、
二
部
門

と
も
優
勝
す
る
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

越知保育園の園児たち 越知幼稚園の園児たち

 

５
月
19
日
（
木
）
に
、
春
野
総
合

運
動
公
園
体
育
館
で
、
高
知
県
社

会
福
祉
協
議
会
・
高
知
県
が
主
催

す
る
《
こ
う
ち
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
２
０
１
１
》
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　大
会
で
は
、
太
極
拳
（
団
体
競

技
）
の
部
に
お
い
て
、
高
知
武
術

太
極
拳
協
会
所
属
越
知
太
極
拳
教

室
か
ら
、
越
知
コ
ス
モ
ス
Ａ
チ
ー

ム
が
入
門
太
極
拳
の
部
に
、
越
知

コ
ス
モ
ス
Ｂ
チ
ー
ム
が
初
級
太
極

拳
の
部
に
出
場
し
、
二
部
門
と
も

見
事
優
勝
し
、
初
快
挙
と
な
り
ま

し
た
。○

入
門
太
極
拳
の
部

《
優 

勝
》

越
知
コ
ス
モ
ス
Ａ
チ
ー
ム

岡
林

　和
江

片
岡

　恵
美
子

玉
井

　喜
代
子

中
村

　倫
子

橋
詰

　正
子

吉
村

　安
代

○
初
級
太
極
拳
の
部

《
優 

勝
》

　
　

越
知
コ
ス
モ
ス
Ｂ
チ
ー
ム

青
木

　初
代

井
上

　千
代

小
田

　尋
子

片
岡

　恵
美
子

中
村

　倫
子

橋
詰

　正
子

山
崎

　千
鶴
子

吉
村

　安
代

優
勝
！

　越
知
太
極
拳
教
室

　６
月
１
日
、
待
ち
に
待
っ
た
仁

淀
川
鮎
漁
が
解
禁
に
な
り
ま
し

た
。　こ

の
日
は
、
朝
早
く
か
ら
大
勢

の
釣
り
人
が
、
仁
淀
川
で
釣
り
糸

を
垂
ら
し
ま
し
た
。

　町
内
で
有
名
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
鎌
井
田
放
水
口
に
も
、
た
く
さ

ん
の
太
公
望
が
詰
め
か
け
、
顔
見

知
り
の
人
た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
な

ど
を
し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い

と
鮎
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。 詰

め
か
け
た
太
公
望
た
ち

『
仁
淀
川
鮎
漁
解
禁
日
』

　６
月
５
日
と
19
日
の
２
日
間
、

町
民
総
合
運
動
場
・
町
民
会
館
に

お
い
て
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
一
斉
清

掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

　普
段
、
各
チ
ー
ム
が
利
用
し
て

い
る
施
設
を
こ
の
時
期
に
清
掃

し
、
気
持
ち
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
約
150
人
の
協
力
の
も

と
、
草
刈
り
・
床
掃
除
・
窓
拭

き
・
剪
定
・
電
球
交
換
作
業
な
ど

を
行
い
、
全
施
設
が
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。 お

ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
イ

『
一
斉
清
掃
』

　６
月
２
日
に
、
越
知
保
育
園
で

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
訓
練
は
、
園
児
た
ち
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
、
避
難
訓
練

な
ど
と
同
様
に
、
定
期
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
、
高
吾

北
消
防
署
の
署
員
さ
ん
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　訓
練
で
は
、
園
児
た
ち
が
見
守

る
中
、
保
育
士
た
ち
が
訓
練
用
の

水
消
火
器
を
実
際
に
火
点
に
向
け

て
噴
射
し
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　高
吾
北
消
防
署
員
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

も
し
、火
事
に
な
っ
た
ら

『
越
知
保
育
園
消
火
訓
練
』

　５
月
15
日
の
町
内
一
斉
清
掃
の

日
に
、
３
区
と
横
畠
本
村
地
区
、

栂
ノ
森
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　訓
練
で
は
、
地
元
に
住
む
消
防

団
員
や
消
防
署
員
が
指
導
者
と
な

り
、
消
火
栓
に
よ
る
放
水
訓
練
や

水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
、
ま

た
、
地
区
に
整
備
し
た
救
出
・
救

助
用
資
機
材
の
取
り
扱
い
訓
練
な

ど
を
参
加
者
全
員
が
熱
心
に
実
施

し
ま
し
た
。

備
え
は
日
頃
か
ら
！

『
3
区
・
本
村
・
栂
ノ
森
』

　６
月
７
日
に
、
警
察
・
消
防
に

よ
る
水
難
救
助
訓
練
が
、
仁
淀
川

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　同
日
、
佐
川
警
察
署
な
ど
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
保
育
・
幼
稚
園
児

た
ち
に
高
知
県
警
航
空
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
「
く
ろ
し
お
」
を
間
近

で
見
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
園
児
ら
は
、

大
喜
び
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
見
た
よ
！

『
県
警
ヘ
リ
く
ろ
し
お
見
学
会
』

ま・ち・の・話・題

　僕
た
ち
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
は
、
鯉
の
ぼ

り
大
会
で
第
４
位
に
な
り
、
第
16
回
高
野

山
旗
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　冬
場
に
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
一
生
懸
命

汗
を
流
し
て
頑
張
っ
た
結
果
、
鯉
の
ぼ
り
大

会
の
準
決
勝
に
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
決
勝
に
と
て
も
い
き
た
か
っ
た
で

す
。　高

知
県
代
表
と
し
て
、
胸
を
張
っ
て
頑

張
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
（
主
将
・
山
﨑
海
弥
）

　僕
た
ち
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
は
、
鯉
の
ぼ

り
大
会
で
第
４
位
に
な
り
、
第
16
回
高
野

山
旗
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　冬
場
に
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
一
生
懸
命

汗
を
流
し
て
頑
張
っ
た
結
果
、
鯉
の
ぼ
り
大

会
の
準
決
勝
に
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
決
勝
に
と
て
も
い
き
た
か
っ
た
で

す
。　高

知
県
代
表
と
し
て
、
胸
を
張
っ
て
頑

張
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
（
主
将
・
山
﨑
海
弥
）

　子
ど
も
た
ち
が
懸
命
に

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、

ひ
と
え
に
い
つ
も
温
か
く

見
守
っ
て
く
れ
る
皆
さ
ま

方
の
大
き
な
後
押
し
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　鯉
の
ぼ
り
大
会
で
の
た

く
さ
ん
の
出
会
い
や
ド
ラ

マ
。
今
大
会
で
学
び
得
た

も
の
は
、
あ
ま
り
に
も
大

き
く
深
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
今
後
、
子
ど
も
た
ち

が
人
生
を
歩
ん
で
い
く
中

で
、
大
き
な
糧
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
感
動
と
、
更
な
る
飛
躍

を
求
め
て
頑
張
り
ま
す
。

　自
分
を
信
じ
、
仲
間
を

信
じ
て
、
「
越
知
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
、
心
は
ひ
と
つ
！
」
で

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

少
年
野
球 

越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

　
　
　
　
　全
国
大
会
に
行
っ
て
き
ま
す
！

（
7
月
22
日
〜
和
歌
山
県
第
16
回
高
野
山
旗
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
出
場
）

１回戦　江ノ口ファイヤーズ　　８－０
２回戦　後免オリオンズ　　　　１－14
３回戦　桜ヶ丘ＳＳ　　　　　　４－５
４回戦　新星長浜　４－４（設定１－２）
準々決勝 横内オリオンズ　　　  ６－３
準決勝　加茂ＳＳ　　　　　　　１－２
　創部初めての高知県内でベスト４。これか
らもワンプレーを大切にして頑張ります！

１回戦　江ノ口ファイヤーズ　　８－０
２回戦　後免オリオンズ　　　　１－14
３回戦　桜ヶ丘ＳＳ　　　　　　４－５
４回戦　新星長浜　４－４（設定１－２）
準々決勝 横内オリオンズ　　　  ６－３
準決勝　加茂ＳＳ　　　　　　　１－２
　創部初めての高知県内でベスト４。これか
らもワンプレーを大切にして頑張ります！
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仁
淀
川
鮎
漁
解
禁
日
』

　６
月
５
日
と
19
日
の
２
日
間
、

町
民
総
合
運
動
場
・
町
民
会
館
に

お
い
て
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
一
斉
清

掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

　普
段
、
各
チ
ー
ム
が
利
用
し
て

い
る
施
設
を
こ
の
時
期
に
清
掃

し
、
気
持
ち
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
約
150
人
の
協
力
の
も

と
、
草
刈
り
・
床
掃
除
・
窓
拭

き
・
剪
定
・
電
球
交
換
作
業
な
ど

を
行
い
、
全
施
設
が
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。 お

ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
イ

『
一
斉
清
掃
』

　６
月
２
日
に
、
越
知
保
育
園
で

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
訓
練
は
、
園
児
た
ち
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
、
避
難
訓
練

な
ど
と
同
様
に
、
定
期
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
、
高
吾

北
消
防
署
の
署
員
さ
ん
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　訓
練
で
は
、
園
児
た
ち
が
見
守

る
中
、
保
育
士
た
ち
が
訓
練
用
の

水
消
火
器
を
実
際
に
火
点
に
向
け

て
噴
射
し
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　高
吾
北
消
防
署
員
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

も
し
、火
事
に
な
っ
た
ら

『
越
知
保
育
園
消
火
訓
練
』

　５
月
15
日
の
町
内
一
斉
清
掃
の

日
に
、
３
区
と
横
畠
本
村
地
区
、

栂
ノ
森
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　訓
練
で
は
、
地
元
に
住
む
消
防

団
員
や
消
防
署
員
が
指
導
者
と
な

り
、
消
火
栓
に
よ
る
放
水
訓
練
や

水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
、
ま

た
、
地
区
に
整
備
し
た
救
出
・
救

助
用
資
機
材
の
取
り
扱
い
訓
練
な

ど
を
参
加
者
全
員
が
熱
心
に
実
施

し
ま
し
た
。

備
え
は
日
頃
か
ら
！

『
3
区
・
本
村
・
栂
ノ
森
』

　６
月
７
日
に
、
警
察
・
消
防
に

よ
る
水
難
救
助
訓
練
が
、
仁
淀
川

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　同
日
、
佐
川
警
察
署
な
ど
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
保
育
・
幼
稚
園
児

た
ち
に
高
知
県
警
航
空
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
「
く
ろ
し
お
」
を
間
近

で
見
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
園
児
ら
は
、

大
喜
び
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
見
た
よ
！

『
県
警
ヘ
リ
く
ろ
し
お
見
学
会
』

ま・ち・の・話・題

　僕
た
ち
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
は
、
鯉
の
ぼ

り
大
会
で
第
４
位
に
な
り
、
第
16
回
高
野

山
旗
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　冬
場
に
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
一
生
懸
命

汗
を
流
し
て
頑
張
っ
た
結
果
、
鯉
の
ぼ
り
大

会
の
準
決
勝
に
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
決
勝
に
と
て
も
い
き
た
か
っ
た
で

す
。　高

知
県
代
表
と
し
て
、
胸
を
張
っ
て
頑

張
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
（
主
将
・
山
﨑
海
弥
）

　僕
た
ち
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
は
、
鯉
の
ぼ

り
大
会
で
第
４
位
に
な
り
、
第
16
回
高
野

山
旗
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　冬
場
に
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
一
生
懸
命

汗
を
流
し
て
頑
張
っ
た
結
果
、
鯉
の
ぼ
り
大

会
の
準
決
勝
に
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
決
勝
に
と
て
も
い
き
た
か
っ
た
で

す
。　高

知
県
代
表
と
し
て
、
胸
を
張
っ
て
頑

張
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
（
主
将
・
山
﨑
海
弥
）

　子
ど
も
た
ち
が
懸
命
に

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、

ひ
と
え
に
い
つ
も
温
か
く

見
守
っ
て
く
れ
る
皆
さ
ま

方
の
大
き
な
後
押
し
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　鯉
の
ぼ
り
大
会
で
の
た

く
さ
ん
の
出
会
い
や
ド
ラ

マ
。
今
大
会
で
学
び
得
た

も
の
は
、
あ
ま
り
に
も
大

き
く
深
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
今
後
、
子
ど
も
た
ち

が
人
生
を
歩
ん
で
い
く
中

で
、
大
き
な
糧
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
感
動
と
、
更
な
る
飛
躍

を
求
め
て
頑
張
り
ま
す
。

　自
分
を
信
じ
、
仲
間
を

信
じ
て
、
「
越
知
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
、
心
は
ひ
と
つ
！
」
で

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

少
年
野
球 

越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

　
　
　
　
　全
国
大
会
に
行
っ
て
き
ま
す
！

（
7
月
22
日
〜
和
歌
山
県
第
16
回
高
野
山
旗
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
出
場
）

１回戦　江ノ口ファイヤーズ　　８－０
２回戦　後免オリオンズ　　　　１－14
３回戦　桜ヶ丘ＳＳ　　　　　　４－５
４回戦　新星長浜　４－４（設定１－２）
準々決勝 横内オリオンズ　　　  ６－３
準決勝　加茂ＳＳ　　　　　　　１－２
　創部初めての高知県内でベスト４。これか
らもワンプレーを大切にして頑張ります！

１回戦　江ノ口ファイヤーズ　　８－０
２回戦　後免オリオンズ　　　　１－14
３回戦　桜ヶ丘ＳＳ　　　　　　４－５
４回戦　新星長浜　４－４（設定１－２）
準々決勝 横内オリオンズ　　　  ６－３
準決勝　加茂ＳＳ　　　　　　　１－２
　創部初めての高知県内でベスト４。これか
らもワンプレーを大切にして頑張ります！
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ま・ち・の・話・題

　ヨロブン、アンニョンハセヨ！（皆さん、こんにちは！）　
　越知町に来てあっという間に時間が経ってもう2カ月が過ぎました。こちらの生活にもずいぶん
慣れ、ソウルっ子なのに高知市内へ行ったら賑やかさにわくわくするようになり、もう越知っ子に
なりつつあるのかなと思います。でも、夜の真っ暗さや、アパートで突然どこからともなく現れる
クモやムカデ、ゴキブリにはどうしても慣れることができません（笑）。
　さて、今月は皆さんに韓国の夏の風習である伏日（ポンナル）をご紹介します。韓国では夏の
暑さを乗り切るために、この伏日に栄養がたっぷり入っているスタミナ食を食べます。日本で言う
ところの「土用の丑の日」ですね。日本ではうなぎを食べますが、韓国では参鶏湯（サムゲタン）
という鶏の煮込みスープをよく食べます。この参鶏湯は滋養強壮や疲労回復にとてもいいので伏
日になると参鶏湯専門店の前に列ができたり、給食で参鶏湯が出たりします。
　韓国で｢伏｣という字は人が犬のように伏せている形で、秋の涼しい力が降りてきても、まだ夏
の蒸し暑い力が強烈で立ち上がれず、伏せて服従するという意味で、夏の暑い力が秋の涼しい力
を制圧しひざを折らせたという言い伝えからきています。
　｢ポンナル｣は全部で３日あり、それぞれ初伏（チョボッ）、
中伏（チュンボッ）、末伏（マルボッ）と呼ばれます。初伏か
ら末伏までの時期は、１年で最も暑くてこの時身を守るために
スタミナ食を食べる習慣が残っています。旧暦のため毎年日付
が変わりますが、だいたい７月中旬～８月中旬です。
　ちなみに、2011年度は初伏が7月14日（木）、中伏が7月24日
（日）、末伏が8月13日（土）となります。南国土佐と呼ばれる
高知県の夏の暑さも猛烈だと聞きましたが、韓国のようにポン
ナルにスタミナ食を食べるのはいかがでしょうか。

〜
国
際
交
流
員

　チ
エ
ち
ゃ
ん
だ
よ
り
〜

〜
国
際
交
流
員

　チ
エ
ち
ゃ
ん
だ
よ
り
〜

国際交流
協会からの
お知らせ

　蒸
し
暑
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

ね
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
四
国
で
の

初
の
梅
雨
＆
台
風
体
験
を
、
少
し

び
く
び
く
し
な
が
ら
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
（
…
と
言
っ
た
ら
不
謹
慎

で
し
ょ
う
か
）
。
２
回
目
と
な
っ

た
「
里
奈
の
越
知
ラ
イ
フ
」
、
今

回
は
越
知
の
人
々
の
印
象
に
つ
い

て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
と
に
か
く
温
か
い
人

が
多
い
！
他
人
の
こ
と
な
の
に
、

ま
る
で
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に

心
配
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
年
上

の
方
に
限
ら
ず
、
私
と
同
年
代
の

若
い
方
も
、
都
会
と
違
っ
て
心
が

擦
り
減
っ
て
い
な
い
。
仲
の
良
い

親
子
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

　そ
し
て
、
率
直
な
方
が
多
い
。

越
知
に
来
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

初
対
面
に
も
関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん

の
方
と
心
が
触
れ
合
え
る
よ
う
な

会
話
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

思
い
を
ま
っ
す
ぐ
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
…
悪
態

も
容
赦
な
し
…
「
あ
の
人
は
大
嫌

い
じ
ゃ
！
」
な
ー
ん
て
、
大
声
で

言
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
も
の

（
笑
）
。

　そ
れ
か
ら
、
声
が
大
き
い
、
い

え
失
礼
、
元
気
な
方
々
が
と
に
か

く
多
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

が
電
話
に
出
る
と
、
よ
く
「
声
が

小
さ
い
！
」
と
怒
ら
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
。
い
つ
も
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
や
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
？
D
N
A
？

さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
ぐ
太
陽
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
？
そ
れ
と
も
毎
晩
の
晩

酌
で
し
ょ
う
か
？

　さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び

伸
び
し
て
い
る
。
「
こ
ん
に
ち

は
」
っ
て
言
う
と
ち
ゃ
ん
と
「
こ

ん
に
ち
は
」
っ
て
返
し
て
く
れ
ま

す
。
都
会
で
は
、
知
ら
な
い
大
人

に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
一
に
も
二

に
も
「
気
を
付
け
る
」
こ
と
、

「
身
を
守
る
」
こ
と
だ
け
を
教
え

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
い
る
地
域
の
大
人
の

温
か
な
目
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
子
ど
も
ら
し
く
い
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　こ
ん
な
、
温
か
く
て
ま
っ
す
ぐ

で
声
が
大
き
く
て
元
気
な
越
知
の

皆
さ
ん
と
日
々
触
れ
合
い
な
が

ら
、
幸
せ
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

里奈の
越知ライフ

緑の ふるさと協力隊

O C H I  L I F E

情　報　広　場

　今年ももっと蒸し暑くなる越知町の夏に備えて、みんなで一緒に参鶏湯(サ
ムゲタン)を作って食べるイベントを開催します。韓国の初伏である７月14
日にサムゲタンを食べて今年の夏を乗り切りませんか。
◆お問い合わせ先　教育委員会　金　ＴＥＬ２６－３４００

キ ム

韓 国 の ｢ ポ ン ナ ル ｣ を 楽 しもう！

　７月１日以降テレビをアナログ放送でご覧の皆さまはお知らせ画面が短時間挿入され、７月24日正午か

らブルーバックのお知らせ画面を表示し、７月24日24時からは映らなくなります。（下記のとおり）

　地デジに関する相談受付として、デジサポ高知でもアナログ放送終了を目前に控え、地デジ未対応世

帯へのレスキュー業務、相談を中心にデジサポ前線基地「地デジ臨時相談コーナー」を６月27日から８

月26日まで県内８カ所に設置します。越知町でも月曜日～金曜日の８：30から17：15までの間、越知町

民会館に設置しますのでお知らせします。※土日祝日を除く

◆お問い合わせ先　　越知町役場総務課　　　ＴＥＬ２６－１１１１

★2011年（平成23年）7月24日★
アナログ放送が終了します！

　こ
の
た
び
、
東
日
本
大
震
災
義

援
金
募
集
に
対
し
ま
し
て
、
住
民

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
各
団
体
の

方
々
か
ら
温
か
い
善
意
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　６
月
1
日
時
点
で
、
6
，

0
0
7
，
5
5
3
円
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
高
知
県
支
部
な
ど
を
通

し
て
全
額
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

お
取
り
ま
と
め
く
だ
さ
っ
た
区

長
・
班
長
さ
ん
に
は
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　地
震
被
害
の
爪
痕
は
い
ま
だ
に

残
っ
て
い
ま
す
が
、
一
日
で
も
早

く
こ
の
義
援
金
が
被
災
地
に
届
き
、

復
興
に
役
立
つ
こ
と
を
願
い
、
報

告
方
々
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

越
知
町
長

（
日
本
赤
十
字
社
越
知
町
分
区
長
）

吉
岡

　珍
正

社
会
福
祉
法
人

　越
知
町
社
会
福
祉
協
議
会

小
野

　憲
三

東
日
本
大
震
災

義
援
金
の
お
礼
と
報
告

東
日
本
大
震
災

義
援
金
の
お
礼
と
報
告

町
内
一
斉
清
掃
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
し
た

　5
月
15
日
、
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、
清
掃

作
業
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
年
も
越
知
町
建
設

業
協
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
車
両

な
ど
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

早
朝
か
ら
ご
み
拾
い
や
街
路
樹

の
剪
定
、
側
溝
の
清
掃
な
ど
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
清
掃

セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ま
れ
た
ご

み
の
量
は
、
７
，
２
４
５
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
し
た
。

　環
境
美
化
を
推
進
す
る
た

め
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま・ち・の・話・題

　ヨロブン、アンニョンハセヨ！（皆さん、こんにちは！）　
　越知町に来てあっという間に時間が経ってもう2カ月が過ぎました。こちらの生活にもずいぶん
慣れ、ソウルっ子なのに高知市内へ行ったら賑やかさにわくわくするようになり、もう越知っ子に
なりつつあるのかなと思います。でも、夜の真っ暗さや、アパートで突然どこからともなく現れる
クモやムカデ、ゴキブリにはどうしても慣れることができません（笑）。
　さて、今月は皆さんに韓国の夏の風習である伏日（ポンナル）をご紹介します。韓国では夏の
暑さを乗り切るために、この伏日に栄養がたっぷり入っているスタミナ食を食べます。日本で言う
ところの「土用の丑の日」ですね。日本ではうなぎを食べますが、韓国では参鶏湯（サムゲタン）
という鶏の煮込みスープをよく食べます。この参鶏湯は滋養強壮や疲労回復にとてもいいので伏
日になると参鶏湯専門店の前に列ができたり、給食で参鶏湯が出たりします。
　韓国で｢伏｣という字は人が犬のように伏せている形で、秋の涼しい力が降りてきても、まだ夏
の蒸し暑い力が強烈で立ち上がれず、伏せて服従するという意味で、夏の暑い力が秋の涼しい力
を制圧しひざを折らせたという言い伝えからきています。
　｢ポンナル｣は全部で３日あり、それぞれ初伏（チョボッ）、
中伏（チュンボッ）、末伏（マルボッ）と呼ばれます。初伏か
ら末伏までの時期は、１年で最も暑くてこの時身を守るために
スタミナ食を食べる習慣が残っています。旧暦のため毎年日付
が変わりますが、だいたい７月中旬～８月中旬です。
　ちなみに、2011年度は初伏が7月14日（木）、中伏が7月24日
（日）、末伏が8月13日（土）となります。南国土佐と呼ばれる
高知県の夏の暑さも猛烈だと聞きましたが、韓国のようにポン
ナルにスタミナ食を食べるのはいかがでしょうか。

〜
国
際
交
流
員

　チ
エ
ち
ゃ
ん
だ
よ
り
〜

〜
国
際
交
流
員

　チ
エ
ち
ゃ
ん
だ
よ
り
〜

国際交流
協会からの
お知らせ

　蒸
し
暑
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

ね
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
四
国
で
の

初
の
梅
雨
＆
台
風
体
験
を
、
少
し

び
く
び
く
し
な
が
ら
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
（
…
と
言
っ
た
ら
不
謹
慎

で
し
ょ
う
か
）
。
２
回
目
と
な
っ

た
「
里
奈
の
越
知
ラ
イ
フ
」
、
今

回
は
越
知
の
人
々
の
印
象
に
つ
い

て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
と
に
か
く
温
か
い
人

が
多
い
！
他
人
の
こ
と
な
の
に
、

ま
る
で
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に

心
配
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
年
上

の
方
に
限
ら
ず
、
私
と
同
年
代
の

若
い
方
も
、
都
会
と
違
っ
て
心
が

擦
り
減
っ
て
い
な
い
。
仲
の
良
い

親
子
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

　そ
し
て
、
率
直
な
方
が
多
い
。

越
知
に
来
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

初
対
面
に
も
関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん

の
方
と
心
が
触
れ
合
え
る
よ
う
な

会
話
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

思
い
を
ま
っ
す
ぐ
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
…
悪
態

も
容
赦
な
し
…
「
あ
の
人
は
大
嫌

い
じ
ゃ
！
」
な
ー
ん
て
、
大
声
で

言
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
も
の

（
笑
）
。

　そ
れ
か
ら
、
声
が
大
き
い
、
い

え
失
礼
、
元
気
な
方
々
が
と
に
か

く
多
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

が
電
話
に
出
る
と
、
よ
く
「
声
が

小
さ
い
！
」
と
怒
ら
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
。
い
つ
も
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
や
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
？
D
N
A
？

さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
ぐ
太
陽
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
？
そ
れ
と
も
毎
晩
の
晩

酌
で
し
ょ
う
か
？

　さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び

伸
び
し
て
い
る
。
「
こ
ん
に
ち

は
」
っ
て
言
う
と
ち
ゃ
ん
と
「
こ

ん
に
ち
は
」
っ
て
返
し
て
く
れ
ま

す
。
都
会
で
は
、
知
ら
な
い
大
人

に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
一
に
も
二

に
も
「
気
を
付
け
る
」
こ
と
、

「
身
を
守
る
」
こ
と
だ
け
を
教
え

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
い
る
地
域
の
大
人
の

温
か
な
目
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
子
ど
も
ら
し
く
い
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　こ
ん
な
、
温
か
く
て
ま
っ
す
ぐ

で
声
が
大
き
く
て
元
気
な
越
知
の

皆
さ
ん
と
日
々
触
れ
合
い
な
が

ら
、
幸
せ
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

里奈の
越知ライフ

緑の ふるさと協力隊

O C H I  L I F E

情　報　広　場

　今年ももっと蒸し暑くなる越知町の夏に備えて、みんなで一緒に参鶏湯(サ
ムゲタン)を作って食べるイベントを開催します。韓国の初伏である７月14
日にサムゲタンを食べて今年の夏を乗り切りませんか。
◆お問い合わせ先　教育委員会　金　ＴＥＬ２６－３４００

キ ム

韓 国 の ｢ ポ ン ナ ル ｣ を 楽 しもう！

　７月１日以降テレビをアナログ放送でご覧の皆さまはお知らせ画面が短時間挿入され、７月24日正午か

らブルーバックのお知らせ画面を表示し、７月24日24時からは映らなくなります。（下記のとおり）

　地デジに関する相談受付として、デジサポ高知でもアナログ放送終了を目前に控え、地デジ未対応世

帯へのレスキュー業務、相談を中心にデジサポ前線基地「地デジ臨時相談コーナー」を６月27日から８

月26日まで県内８カ所に設置します。越知町でも月曜日～金曜日の８：30から17：15までの間、越知町

民会館に設置しますのでお知らせします。※土日祝日を除く

◆お問い合わせ先　　越知町役場総務課　　　ＴＥＬ２６－１１１１

★2011年（平成23年）7月24日★
アナログ放送が終了します！

　こ
の
た
び
、
東
日
本
大
震
災
義

援
金
募
集
に
対
し
ま
し
て
、
住
民

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
各
団
体
の

方
々
か
ら
温
か
い
善
意
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　６
月
1
日
時
点
で
、
6
，

0
0
7
，
5
5
3
円
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
高
知
県
支
部
な
ど
を
通

し
て
全
額
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

お
取
り
ま
と
め
く
だ
さ
っ
た
区

長
・
班
長
さ
ん
に
は
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　地
震
被
害
の
爪
痕
は
い
ま
だ
に

残
っ
て
い
ま
す
が
、
一
日
で
も
早

く
こ
の
義
援
金
が
被
災
地
に
届
き
、

復
興
に
役
立
つ
こ
と
を
願
い
、
報

告
方
々
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

越
知
町
長

（
日
本
赤
十
字
社
越
知
町
分
区
長
）

吉
岡

　珍
正

社
会
福
祉
法
人

　越
知
町
社
会
福
祉
協
議
会

小
野

　憲
三

東
日
本
大
震
災

義
援
金
の
お
礼
と
報
告

東
日
本
大
震
災

義
援
金
の
お
礼
と
報
告

町
内
一
斉
清
掃
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
し
た

　5
月
15
日
、
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、
清
掃

作
業
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
年
も
越
知
町
建
設

業
協
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
車
両

な
ど
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

早
朝
か
ら
ご
み
拾
い
や
街
路
樹

の
剪
定
、
側
溝
の
清
掃
な
ど
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
清
掃

セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ま
れ
た
ご

み
の
量
は
、
７
，
２
４
５
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
し
た
。

　環
境
美
化
を
推
進
す
る
た

め
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
は
、
有

効
期
限
が
７
月
末
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　８
月
か
ら
新
し
い
被
保
険

者
証
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、

７
月
末
ま
で
に
被
保
険
者
の

方
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
手
続
き
は
不
要
で

す
。　ま

た
、
減
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
で
、
継
続
さ
れ
る

被
保
険
者
の
方
に
つ
い
て

も
、
同
封
し
て
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　納
付
に
つ
い
て

　被
保
険
者
の
方
の
保
険
料
は
、

原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
に
は
、
保
険
料
の
納
付
書
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

　年
金
か
ら
の
天
引
き
が
10
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
天
引
き
さ
れ
る
ま
で
の
間
の

分
の
納
付
書
が
届
き
ま
す
。

　保
険
料
は
、
役
場
・
取
扱
金
融

機
関
窓
口
で
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
口
座
振
替

も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
７
０

後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

生
活
環
境
改
善

　
　支
援
事
業

　越
知
町
観
光
物
産
館
「
お
ち

駅
」
の
開
館
一
周
年
記
念
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
、
盛
況
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
義
援
金
、
募
金
活
動
に
際
し
ま

し
て
は
、
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
記
念
事
業
で

の
売
り
上
げ
と
あ
わ
せ
、
15
万
円

を
日
本
赤
十
字
社
の
災
害
義
援
金

窓
口
を
通
じ
て
被
災
地
へ
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
も
、
越
知
町
の
豊
か
な
自

然
と
そ
の
恵
み
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
産
物
を
活
か
し
て
、
町
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
知
ら
せ
】

　お
ち
駅
一
周
年
記
念
事
業
で
、

仁
淀
川
流
域
B
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

プ
リ
で
１
位
を
獲
得
し
た
″
土
佐

あ
か
牛
バ
ー
ガ
ー″

を
毎
週
日
曜

日
午
前
10
時
か
ら
限
定
50
個
で
販

売
開
始
し
ま
し
た
。
小
夏
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
も
大
ヒ
ッ
ト
中
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　越
知
町
観
光
物
産
館
「
お
ち
駅
」

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
０
０
４

お
ち
駅
一
周
年
記
念
事
業
の

　
　
　
　報
告
と
お
礼
に
つ
い
て

　高
齢
や
身
体
な
ど
の
障
害
に
よ

り
、
山
林
な
ど
が
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

照
障
害
な
ど
で
住
民
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
ら

の
改
善
の
た
め
に
、
地
域
自
ら
が

行
う
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
、
地
域
の
支
援
を
し
ま
す
。

○
申
請
者
は
、
当
該
区
長
さ
ん
に

な
り
ま
す
。
要
望
が
あ
る
場
合

は
、
区
長
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
補
助
対
象
経
費

　放
置
さ
れ
た
山
林
や
生
垣
な
ど

の
除
去
に
対
す
る
経
費
。

○
補
助
率

　事
業
費
の
90
％

○
補
助
上
限

　20
万
円

○
補
助
対
象
要
件

①
受
益
者
ま
た
は
山
林
な
ど
の
所

有
者
の
年
齢
が
65
歳
以
上
の
世

帯
、
ま
た
は
身
体
な
ど
の
障
害

に
よ
り
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
世
帯
。

②
前
記
に
規
定
す
る
世
帯
以
外
の

町
民
税
非
課
税
世
帯
。

③
特
に
町
長
が
認
め
る
場
合
。

④
地
区
が
山
林
な
ど
の
所
有
者
の

承
諾
を
得
て
い
る
こ
と
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
課

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
５

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

　い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

　この時期は、熱中症が起きやすく、注意が必要になってきます。もし、暑さの中で少しでも体調不良を
感じたら無理をしないようにしましょう。また、こまめに水分を取るようにしましょう。
※家の中でも熱中症になることがあるので注意してください。

　熱中症は、身体の内外の熱さによって引き起こされる身体の不調を総称して呼ぶもので、日

射病、熱痙攣、熱疲労、熱射病がその中に含まれます。

日射病
　夏の暑い日差しを浴びて歩き回ったときに体がオーバーヒートして起こります。体温の上昇、多量の発
汗、目まいや、吐き気などの症状が出ます。症状がひどいときは意識を消失したりすることがあります。

熱射病
　高温多湿の下で長時間歩いたり作業をしたときに、大量の汗をかき、体内の塩分や水分が著しく不足し
て起こり、体温の調節が利かなくなってしまいます。顔が紅潮し、皮膚は乾燥した感じになります。体温
が 40℃以上に上昇し、脈は弱くて早いなどの症状が出ます。重症の場合には死亡することがあります。

  応 急 手 当
★衣服を緩めて楽にさせる。
★風通しの良い日陰や冷房の効いた所に移動させる。
★冷たい水で冷やしたタオルやアイスノンなどを脇の下や足の付け根（ソ
ケイ部）に置き体を冷やす。
★スポーツドリンクや薄い塩水などを飲ませ、水分の補給をさせる。
※意識障害がある場合には、飲ませない。

　最近、車の中で幼い子どもが熱中症で死亡する悲しい事故がよく聞かれ
ますが、決して、車内に子どもを放置しないでください。

「みんなで守ろう救急の力、救急車の適正利用にご協力をお願いします。」
救急（病院紹介）のお問い合わせ　２６－２１１１（高吾北消防署）
　　　　　　　　　　　　　　　３５－００１７（仁淀川分署）

熱中症にご用心！

けいれん
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　現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
は
、
有

効
期
限
が
７
月
末
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　８
月
か
ら
新
し
い
被
保
険

者
証
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、

７
月
末
ま
で
に
被
保
険
者
の

方
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
手
続
き
は
不
要
で

す
。　ま

た
、
減
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
で
、
継
続
さ
れ
る

被
保
険
者
の
方
に
つ
い
て

も
、
同
封
し
て
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　納
付
に
つ
い
て

　被
保
険
者
の
方
の
保
険
料
は
、

原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
に
は
、
保
険
料
の
納
付
書
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

　年
金
か
ら
の
天
引
き
が
10
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
天
引
き
さ
れ
る
ま
で
の
間
の

分
の
納
付
書
が
届
き
ま
す
。

　保
険
料
は
、
役
場
・
取
扱
金
融

機
関
窓
口
で
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
口
座
振
替

も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
７
０

後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

生
活
環
境
改
善

　
　支
援
事
業

　越
知
町
観
光
物
産
館
「
お
ち

駅
」
の
開
館
一
周
年
記
念
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
、
盛
況
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
義
援
金
、
募
金
活
動
に
際
し
ま

し
て
は
、
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
記
念
事
業
で

の
売
り
上
げ
と
あ
わ
せ
、
15
万
円

を
日
本
赤
十
字
社
の
災
害
義
援
金

窓
口
を
通
じ
て
被
災
地
へ
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
も
、
越
知
町
の
豊
か
な
自

然
と
そ
の
恵
み
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
産
物
を
活
か
し
て
、
町
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
知
ら
せ
】

　お
ち
駅
一
周
年
記
念
事
業
で
、

仁
淀
川
流
域
B
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

プ
リ
で
１
位
を
獲
得
し
た
″
土
佐

あ
か
牛
バ
ー
ガ
ー″

を
毎
週
日
曜

日
午
前
10
時
か
ら
限
定
50
個
で
販

売
開
始
し
ま
し
た
。
小
夏
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
も
大
ヒ
ッ
ト
中
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　越
知
町
観
光
物
産
館
「
お
ち
駅
」

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
０
０
４

お
ち
駅
一
周
年
記
念
事
業
の

　
　
　
　報
告
と
お
礼
に
つ
い
て

　高
齢
や
身
体
な
ど
の
障
害
に
よ

り
、
山
林
な
ど
が
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

照
障
害
な
ど
で
住
民
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
ら

の
改
善
の
た
め
に
、
地
域
自
ら
が

行
う
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
、
地
域
の
支
援
を
し
ま
す
。

○
申
請
者
は
、
当
該
区
長
さ
ん
に

な
り
ま
す
。
要
望
が
あ
る
場
合

は
、
区
長
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
補
助
対
象
経
費

　放
置
さ
れ
た
山
林
や
生
垣
な
ど

の
除
去
に
対
す
る
経
費
。

○
補
助
率

　事
業
費
の
90
％

○
補
助
上
限

　20
万
円

○
補
助
対
象
要
件

①
受
益
者
ま
た
は
山
林
な
ど
の
所

有
者
の
年
齢
が
65
歳
以
上
の
世

帯
、
ま
た
は
身
体
な
ど
の
障
害

に
よ
り
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
世
帯
。

②
前
記
に
規
定
す
る
世
帯
以
外
の

町
民
税
非
課
税
世
帯
。

③
特
に
町
長
が
認
め
る
場
合
。

④
地
区
が
山
林
な
ど
の
所
有
者
の

承
諾
を
得
て
い
る
こ
と
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
課

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
５

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

　い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

　この時期は、熱中症が起きやすく、注意が必要になってきます。もし、暑さの中で少しでも体調不良を
感じたら無理をしないようにしましょう。また、こまめに水分を取るようにしましょう。
※家の中でも熱中症になることがあるので注意してください。

　熱中症は、身体の内外の熱さによって引き起こされる身体の不調を総称して呼ぶもので、日

射病、熱痙攣、熱疲労、熱射病がその中に含まれます。

日射病
　夏の暑い日差しを浴びて歩き回ったときに体がオーバーヒートして起こります。体温の上昇、多量の発
汗、目まいや、吐き気などの症状が出ます。症状がひどいときは意識を消失したりすることがあります。

熱射病
　高温多湿の下で長時間歩いたり作業をしたときに、大量の汗をかき、体内の塩分や水分が著しく不足し
て起こり、体温の調節が利かなくなってしまいます。顔が紅潮し、皮膚は乾燥した感じになります。体温
が 40℃以上に上昇し、脈は弱くて早いなどの症状が出ます。重症の場合には死亡することがあります。

  応 急 手 当
★衣服を緩めて楽にさせる。
★風通しの良い日陰や冷房の効いた所に移動させる。
★冷たい水で冷やしたタオルやアイスノンなどを脇の下や足の付け根（ソ
ケイ部）に置き体を冷やす。
★スポーツドリンクや薄い塩水などを飲ませ、水分の補給をさせる。
※意識障害がある場合には、飲ませない。

　最近、車の中で幼い子どもが熱中症で死亡する悲しい事故がよく聞かれ
ますが、決して、車内に子どもを放置しないでください。

「みんなで守ろう救急の力、救急車の適正利用にご協力をお願いします。」
救急（病院紹介）のお問い合わせ　２６－２１１１（高吾北消防署）
　　　　　　　　　　　　　　　３５－００１７（仁淀川分署）

熱中症にご用心！

けいれん
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①
申
請
免
除

　経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
が
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
中
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

除
」
と
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
残
り
の
保
険
料

が
免
除
と
な
る
「
一
部
納
付
（
一

部
免
除
）
」
が
あ
り
ま
す
。

1
/
4
納
付
・
1
/
2
納
付
・

3
/
4
納
付
の
取
り
扱
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
申
請
お
よ
び
承
認
期
間

　免
除
の
承
認
期
間
（
始
期
と
終

期
）
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

で
す
。
で
き
る
だ
け
７
月
中
に
申

請
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。　障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給

と
な
り
う
る
不
慮
の
事
故
や
病
気

が
発
生
し
て
か
ら
、
後
で
申
請
を

行
っ
て
も
年
金
の
受
給
資
格
要
件

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

　他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が

少
な
い
若
年
層
（
20
歳
代
）
の
方

は
、
申
請
す
れ
ば
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
保
険
料
の
後
払
い
が

で
き
る
制
度
で
す
。

③
退
職
な
ど
（
失
業
）
に
よ
る

　特
例
免
除

　退
職
な
ど
（
失
業
）
に
よ
る
特

例
免
除
は
、
申
請
者
本
人
の
所
得

を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

特
例
免
除
は
、
該
当
す
る
年
度
お

よ
び
翌
年
度
に
限
り
対
象
と
な
り

ま
す
。
申
請
時
に
は
、
雇
用
保
険

受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

④
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
承
認
を
受
け
た
期
間

　全
額
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
未
納
期
間
と

は
違
い
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。〔
一
部
納
付
（
免

除
）
は
、
一
部
の
保
険
料
を
納
付

し
な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
。
〕

　な
お
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追

納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
（
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り

ま
す
。
）

　免
除
・
猶
予
の
申
請
は
、
役
場

住
民
課
年
金
係
・
年
金
事
務
所
で

常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　高
知
西
年
金
事
務
所

　T
E
L
０
８
８

－

８
７
５

－

１
７
１
７

　住
民
課
年
金
係

　T
E
L
２
６

－

１
１
１
５

国
民
年
金
に
は
、保
険
料
納
付
の

免
除
・
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す

　生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
（
単
独
浄
化
槽
か
ら
の

設
置
替
え
を
含
む
）
を
設
置
す
る

場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
設
置
す
る
対
象
区
域

　下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
一
部

の
区
域
を
除
く
）
以
外
の
越
知
町

全
域

②
補
助
金
の
交
付
対
象

・
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
浄
化

槽
は
、
一
般
住
宅
設
置
用
で
す
。

・
店
舗
併
用
住
宅
に
お
い
て
、
住

宅
部
分
の
床
面
積
が
1
/
2
未

満
の
場
合
や
、
申
請
者
の
同
一

世
帯
内
に
町
税
な
ど
の
滞
納
者

が
い
る
場
合
、
補
助
金
の
交
付

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
交
付
要
綱
な
ど
一
定
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
環
境
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
補
助
金
額

④
平
成
23
年
度
設
置
基
数

　７
基
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
書
の

受
付
順
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
１

月
に
は
受
付
を
終
了
す
る
予
定
で

す
。

⑤
交
付
金
事
業
の
着
手

　補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　環
境
水
道
課

　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
４

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に

　
　
　
　
　補
助
金
が
あ
り
ま
す
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①
申
請
免
除

　経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
が
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
中
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

除
」
と
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
残
り
の
保
険
料

が
免
除
と
な
る
「
一
部
納
付
（
一

部
免
除
）
」
が
あ
り
ま
す
。

1
/
4
納
付
・
1
/
2
納
付
・

3
/
4
納
付
の
取
り
扱
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
申
請
お
よ
び
承
認
期
間

　免
除
の
承
認
期
間
（
始
期
と
終

期
）
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

で
す
。
で
き
る
だ
け
７
月
中
に
申

請
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。　障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給

と
な
り
う
る
不
慮
の
事
故
や
病
気

が
発
生
し
て
か
ら
、
後
で
申
請
を

行
っ
て
も
年
金
の
受
給
資
格
要
件

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

　他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が

少
な
い
若
年
層
（
20
歳
代
）
の
方

は
、
申
請
す
れ
ば
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
保
険
料
の
後
払
い
が

で
き
る
制
度
で
す
。

③
退
職
な
ど
（
失
業
）
に
よ
る

　特
例
免
除

　退
職
な
ど
（
失
業
）
に
よ
る
特

例
免
除
は
、
申
請
者
本
人
の
所
得

を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

特
例
免
除
は
、
該
当
す
る
年
度
お

よ
び
翌
年
度
に
限
り
対
象
と
な
り

ま
す
。
申
請
時
に
は
、
雇
用
保
険

受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

④
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
承
認
を
受
け
た
期
間

　全
額
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
未
納
期
間
と

は
違
い
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。〔
一
部
納
付
（
免

除
）
は
、
一
部
の
保
険
料
を
納
付

し
な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
。
〕

　な
お
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追

納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
（
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り

ま
す
。
）

　免
除
・
猶
予
の
申
請
は
、
役
場

住
民
課
年
金
係
・
年
金
事
務
所
で

常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　高
知
西
年
金
事
務
所

　T
E
L
０
８
８

－

８
７
５

－

１
７
１
７

　住
民
課
年
金
係

　T
E
L
２
６

－

１
１
１
５

国
民
年
金
に
は
、保
険
料
納
付
の

免
除
・
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す

　生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
（
単
独
浄
化
槽
か
ら
の

設
置
替
え
を
含
む
）
を
設
置
す
る

場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
設
置
す
る
対
象
区
域

　下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
一
部

の
区
域
を
除
く
）
以
外
の
越
知
町

全
域

②
補
助
金
の
交
付
対
象

・
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
浄
化

槽
は
、
一
般
住
宅
設
置
用
で
す
。

・
店
舗
併
用
住
宅
に
お
い
て
、
住

宅
部
分
の
床
面
積
が
1
/
2
未

満
の
場
合
や
、
申
請
者
の
同
一

世
帯
内
に
町
税
な
ど
の
滞
納
者

が
い
る
場
合
、
補
助
金
の
交
付

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
交
付
要
綱
な
ど
一
定
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
環
境
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
補
助
金
額

④
平
成
23
年
度
設
置
基
数

　７
基
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
書
の

受
付
順
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
１

月
に
は
受
付
を
終
了
す
る
予
定
で

す
。

⑤
交
付
金
事
業
の
着
手

　補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　環
境
水
道
課

　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
４

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に

　
　
　
　
　補
助
金
が
あ
り
ま
す
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胃
が
ん
と
は
？

　胃
に
で
き
る
悪
性
腫
瘍
の
う

ち
、
胃
の
内
腔
表
面
を
覆
う
粘
膜

か
ら
生
じ
る
も
の
を
胃
が
ん
と
呼

び
ま
す
。

 

進
行
と
と
も
に
胃
壁
深
く
が
ん

組
織
が
浸
透
し
て
い
き
、
や
が
て

リ
ン
パ
節
、
肝
臓
、
腹
膜
な
ど
に

転
移
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
全
身
に

広
が
り
、
最
終
的
に
患
者
さ
ん
の

生
命
を
奪
い
ま
す
。

 

原
因
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
発
生
数

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
、
わ
が
国
で
最
も
多
い

が
ん
で
す
。

 

胃
が
ん
検
診
や
内
視
鏡
検
査
の

普
及
に
よ
り
、
早
期
に
発
見
さ
れ

る
も
の
が
増
え
る
と
と
も
に
、
内

視
鏡
的
治
療
や
外
科
手
術
の
技
術

的
進
歩
に
よ
り
そ
の
死
亡
率
は

年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。

 

越
知
町
の
胃
が
ん
検
診
で
は
、

バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
レ
ン
ト
ゲ
ン
法

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

胃
が
ん
の
症
状

 

胃
痛
、
嘔
気
（
お
う
き
）
、
膨

満
感
な
ど
の
上
腹
部
症
状
が
み
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
胃
が
ん
に
特

有
の
症
状
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
症
状
だ
け
で
は
胃
炎
や
胃
潰

瘍
と
の
区
別
は
困
難
で
す
。
市
販

の
胃
腸
薬
で
軽
快
す
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
に
発

見
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　が
ん
が
進
行
す
る
と
、
出
血
し

や
す
く
な
り
、
吐
血
（
と
け
つ
）

や
黒
色
便
な
ど
が
出
現
し
ま
す
。

貧
血
に
よ
る
動
悸
、
息
切
れ
、
目

ま
い
、
あ
る
い
は
体
重
減
少
と
い

っ
た
全
身
症
状
を
き
っ
か
け
に
発

見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
胃

の
出
口
（
幽
門
〈
ゆ
う
も
ん
〉
）

付
近
に
大
き
な
進
行
が
ん
が
で
き

る
と
食
物
の
通
過
障
害
が
起
き

て
、
嘔
吐
（
お
う
と
）
を
繰
り
返

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
上
腹
部
に

腫
瘤
（
し
ゅ
り
ゅ
う
）
を
触
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ル
ス
胃

が
ん
は
、
背
中
の
方
向
に
広
が
り

や
す
い
の
で
、
腰
痛
を
き
っ
か
け

に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
以
下
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

①
始
め
に
発
泡
剤
（
胃
を
膨
ら
ま

す
薬
）
と
バ
リ
ウ
ム
（
造
影

剤
）
を
飲
み
ま
す
。

②
透
視
台
に
上
が
り
、
指
示
に
従

い
体
を
回
転
し
ま
す
。
こ
れ
は

バ
リ
ウ
ム
を
胃
の
内
側
に
く
ま

な
く
塗
っ
て
き
れ
い
な
写
真
を

撮
る
た
め
の
も
の
で
す
。

③
撮
影
は
３
〜
４
分
間
く
ら
い
で

終
了
し
ま
す
。

検
査
終
了
後
の
注
意

　バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
便
秘
を
防
ぐ

た
め
に
、
お
渡
し
す
る
下
剤
を
飲

み
、
便
が
出
る
ま
で
の
数
日
は
水

分
を
多
く
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　検
査
当
日
か
ら
２
〜
３
日
間
で

白
い
バ
リ
ウ
ム
の
混
じ
っ
た
便
が

出
ま
す
。
便
秘
が
ち
の
方
は
多
少

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
様
子

を
み
て
、
ど
う
し
て
も
出
な
い
場

合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
胃
が

ん
検
診
で
精
密
検
査
が
必
要
と
言

わ
れ
た
方
は
、
医
療
機
関
で
内
視

鏡
検
査
や
直
接
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

に
よ
る
検
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

「
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
」

　昔
は
お
盆
に
な
る
と
、
「
ホ
ー

カ
イ
さ
ま
」
と
い
う
松
明
（
た
い

ま
つ
）
を
庭
先
で
焚
い
て
先
祖
を

お
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
家
族
の

絆
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　松
明
の
代
わ
り
に
キ
ャ
ン
ド
ル

の
灯
り
で
先
祖
を
迎
え
よ
う
と
い

う
ひ
ら
め
き
か
ら
生
ま
れ
た
横
畠

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
も
、
今
年

で
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　ド
ー
ナ
ツ
油
か
ら
一
つ
一
つ
手

作
り
し
た
約
１
千
個
の
キ
ャ
ン
ド

ル
と
、
フ
ル
ー
ト
や
ア
ン
デ
ス
の

楽
器
ケ
ー
ナ
な
ど
の
音
色
が
、
横

畠
の
夏
の
夜
を
幻
想
的
に
彩
り
ま

す
。　地

元
産
に
こ
だ
わ
っ
た
ご
飯
や

お
つ
ま
み
の
屋
台
に
、
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
（
午
後
５
時
〜
９
時
）
も
！

地
元
の
農
家
が
大
切
に
育
て
た
野

菜
や
手
工
芸
品
も
買
え
ま
す
。

　ご
家
族
、
お
友
達
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ

さ
い
！

　今
年
の
テ
ー
マ
は
エ
コ
な
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
。
マ
イ
箸
や
マ
イ

皿
、
マ
イ
カ
ッ
プ
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　当
日
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

８
月
６
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
９
時

【
場
所
】

清
水
集
会
所
〜
ふ
る
さ
と
公
園

【
参
加
費
】

無
料

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

午
後
５
時
〜
受
付
開
始

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

　み
ん
な
で
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯

午
後
７
時
〜
７
時
30
分
（
１
部
）

午
後
８
時
〜
８
時
30
分
（
２
部
）

フ
ル
ー
ト
＆
オ
カ
リ
ナ
＆
ア
ン

デ
ス
の
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
９
時

　
　
　閉
会

【
無
料
送
迎
バ
ス
運
行
時
間
】

　

○
行
き
（
1
便
）

　

佐
川
駅
発

　午
後
４
時
20
分

お
ち
駅
発

　午
後
４
時
35
分 

本
村
農
協

　午
後
４
時
50
分

　

 

清
水
着

　
　午
後
５
時

○
行
き
（
2
便
）

　

お
ち
駅
発

　午
後
５
時
45
分 

本
村
農
協

　午
後
６
時

清
水
着

　
　午
後
６
時
10
分

○
帰
り

清
水
発

　
　午
後
９
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

虹
色
の
里
横
畠
会
長

　大
原
泰
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０

－

９
５
５
５

－

６
４
７
５

　「
か
ら
く
り
」
は
、
日
本
人
特

有
の
繊
細
さ
と
豊
か
な
想
像
力
に

よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た
日
本
の
伝

統
的
な
機
械
仕
掛
け
の
人
形
や
模

型
で
す
。

　有
名
な〝
茶
運
び
人
形
〞
は
、

土
佐
藩
出
身
の
か
ら
く
り
師
・
細

川
半
蔵
（
か
ら
く
り
半
蔵
）
の
考

案
・
製
作
に
よ
る
も
の
で
す
。

　今
回
の
企
画
展
は
、
そ
の
中
の

娯
楽
性
・
遊
技
性
の
強
い〝
か
ら

く
り
お
も
ち
ゃ
〞
に
焦
点
を
当

て
、
高
知
県
に
ふ
さ
わ
し
く
温
も

り
の
あ
る
木
で
作
っ
た
か
ら
く
り

仕
掛
け
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
、
親

し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　か
ら
く
り
人
形
や
郷
土
か
ら
く

り
玩
具
の
展
示
の
ほ
か
、
昔
か
ら

く
り
・
童
話
の
か
ら
く
り
・
昆
虫

の
か
ら
く
り
な
ど
約
30
点
の
お
も

ち
ゃ
を
見
て
、
触
れ
る
参
加
・
体

験
型
の
楽
し
い
企
画
展
と
し
、
か

ら
く
り
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

〝
考
え
る
企
画
展
〞
に
も
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
期
日
】

７
月
23
日
（
土
）
〜

　
　
　
　９
月
４
日
（
日
）

【
場
所
】

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
入
館
料
】

大
人

　
　
　
　５
０
０
円

高
校
・
大
学
生
４
０
０
円

小
・
中
学
生

　２
０
０
円

（
20
名
以
上
の
各
団
体
は
100
円
引

き
。
70
歳
以
上
は
半
額
。
身
障
者

の
方
は
入
館
料
無
料
）

越
知
町
内
の
小
・
中
学
生
は
無
料

《
関
連
イ
ベ
ン
ト
》

（
期
間
中
毎
土
曜
日
開
催
）

〔
工
作
教
室
〕

オ
リ
ジ
ナ
ル
工
作
キ
ッ
ト
で
作

ろ
う

※
参
加
費
３
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
０
６
０

夫婦デュオのコンサートも

【日時】

【場所】

◆お問い合わせ先

◀募集・案内▶

　夏
休
み
企
画
展

　『
木
の
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
』

博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
4
回 

虹
色
の
里
横
畠

　
　
　
　キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
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情　報　広　場

胃
が
ん
と
は
？

　胃
に
で
き
る
悪
性
腫
瘍
の
う

ち
、
胃
の
内
腔
表
面
を
覆
う
粘
膜

か
ら
生
じ
る
も
の
を
胃
が
ん
と
呼

び
ま
す
。

 

進
行
と
と
も
に
胃
壁
深
く
が
ん

組
織
が
浸
透
し
て
い
き
、
や
が
て

リ
ン
パ
節
、
肝
臓
、
腹
膜
な
ど
に

転
移
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
全
身
に

広
が
り
、
最
終
的
に
患
者
さ
ん
の

生
命
を
奪
い
ま
す
。

 

原
因
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
発
生
数

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
、
わ
が
国
で
最
も
多
い

が
ん
で
す
。

 

胃
が
ん
検
診
や
内
視
鏡
検
査
の

普
及
に
よ
り
、
早
期
に
発
見
さ
れ

る
も
の
が
増
え
る
と
と
も
に
、
内

視
鏡
的
治
療
や
外
科
手
術
の
技
術

的
進
歩
に
よ
り
そ
の
死
亡
率
は

年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。

 

越
知
町
の
胃
が
ん
検
診
で
は
、

バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
レ
ン
ト
ゲ
ン
法

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

胃
が
ん
の
症
状

 

胃
痛
、
嘔
気
（
お
う
き
）
、
膨

満
感
な
ど
の
上
腹
部
症
状
が
み
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
胃
が
ん
に
特

有
の
症
状
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
症
状
だ
け
で
は
胃
炎
や
胃
潰

瘍
と
の
区
別
は
困
難
で
す
。
市
販

の
胃
腸
薬
で
軽
快
す
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
に
発

見
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　が
ん
が
進
行
す
る
と
、
出
血
し

や
す
く
な
り
、
吐
血
（
と
け
つ
）

や
黒
色
便
な
ど
が
出
現
し
ま
す
。

貧
血
に
よ
る
動
悸
、
息
切
れ
、
目

ま
い
、
あ
る
い
は
体
重
減
少
と
い

っ
た
全
身
症
状
を
き
っ
か
け
に
発

見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
胃

の
出
口
（
幽
門
〈
ゆ
う
も
ん
〉
）

付
近
に
大
き
な
進
行
が
ん
が
で
き

る
と
食
物
の
通
過
障
害
が
起
き

て
、
嘔
吐
（
お
う
と
）
を
繰
り
返

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
上
腹
部
に

腫
瘤
（
し
ゅ
り
ゅ
う
）
を
触
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ル
ス
胃

が
ん
は
、
背
中
の
方
向
に
広
が
り

や
す
い
の
で
、
腰
痛
を
き
っ
か
け

に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
以
下
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

①
始
め
に
発
泡
剤
（
胃
を
膨
ら
ま

す
薬
）
と
バ
リ
ウ
ム
（
造
影

剤
）
を
飲
み
ま
す
。

②
透
視
台
に
上
が
り
、
指
示
に
従

い
体
を
回
転
し
ま
す
。
こ
れ
は

バ
リ
ウ
ム
を
胃
の
内
側
に
く
ま

な
く
塗
っ
て
き
れ
い
な
写
真
を

撮
る
た
め
の
も
の
で
す
。

③
撮
影
は
３
〜
４
分
間
く
ら
い
で

終
了
し
ま
す
。

検
査
終
了
後
の
注
意

　バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
便
秘
を
防
ぐ

た
め
に
、
お
渡
し
す
る
下
剤
を
飲

み
、
便
が
出
る
ま
で
の
数
日
は
水

分
を
多
く
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　検
査
当
日
か
ら
２
〜
３
日
間
で

白
い
バ
リ
ウ
ム
の
混
じ
っ
た
便
が

出
ま
す
。
便
秘
が
ち
の
方
は
多
少

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
様
子

を
み
て
、
ど
う
し
て
も
出
な
い
場

合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
胃
が

ん
検
診
で
精
密
検
査
が
必
要
と
言

わ
れ
た
方
は
、
医
療
機
関
で
内
視

鏡
検
査
や
直
接
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

に
よ
る
検
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

「
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
」

　昔
は
お
盆
に
な
る
と
、
「
ホ
ー

カ
イ
さ
ま
」
と
い
う
松
明
（
た
い

ま
つ
）
を
庭
先
で
焚
い
て
先
祖
を

お
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
家
族
の

絆
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　松
明
の
代
わ
り
に
キ
ャ
ン
ド
ル

の
灯
り
で
先
祖
を
迎
え
よ
う
と
い

う
ひ
ら
め
き
か
ら
生
ま
れ
た
横
畠

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
も
、
今
年

で
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　ド
ー
ナ
ツ
油
か
ら
一
つ
一
つ
手

作
り
し
た
約
１
千
個
の
キ
ャ
ン
ド

ル
と
、
フ
ル
ー
ト
や
ア
ン
デ
ス
の

楽
器
ケ
ー
ナ
な
ど
の
音
色
が
、
横

畠
の
夏
の
夜
を
幻
想
的
に
彩
り
ま

す
。　地

元
産
に
こ
だ
わ
っ
た
ご
飯
や

お
つ
ま
み
の
屋
台
に
、
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
（
午
後
５
時
〜
９
時
）
も
！

地
元
の
農
家
が
大
切
に
育
て
た
野

菜
や
手
工
芸
品
も
買
え
ま
す
。

　ご
家
族
、
お
友
達
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ

さ
い
！

　今
年
の
テ
ー
マ
は
エ
コ
な
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
。
マ
イ
箸
や
マ
イ

皿
、
マ
イ
カ
ッ
プ
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　当
日
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

８
月
６
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
９
時

【
場
所
】

清
水
集
会
所
〜
ふ
る
さ
と
公
園

【
参
加
費
】

無
料

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

午
後
５
時
〜
受
付
開
始

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

　み
ん
な
で
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯

午
後
７
時
〜
７
時
30
分
（
１
部
）

午
後
８
時
〜
８
時
30
分
（
２
部
）

フ
ル
ー
ト
＆
オ
カ
リ
ナ
＆
ア
ン

デ
ス
の
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
９
時

　
　
　閉
会

【
無
料
送
迎
バ
ス
運
行
時
間
】

　

○
行
き
（
1
便
）

　

佐
川
駅
発

　午
後
４
時
20
分

お
ち
駅
発

　午
後
４
時
35
分 

本
村
農
協

　午
後
４
時
50
分

　

 

清
水
着

　
　午
後
５
時

○
行
き
（
2
便
）

　

お
ち
駅
発

　午
後
５
時
45
分 

本
村
農
協

　午
後
６
時

清
水
着

　
　午
後
６
時
10
分

○
帰
り

清
水
発

　
　午
後
９
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

虹
色
の
里
横
畠
会
長

　大
原
泰
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０

－

９
５
５
５

－

６
４
７
５

　「
か
ら
く
り
」
は
、
日
本
人
特

有
の
繊
細
さ
と
豊
か
な
想
像
力
に

よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た
日
本
の
伝

統
的
な
機
械
仕
掛
け
の
人
形
や
模

型
で
す
。

　有
名
な〝
茶
運
び
人
形
〞
は
、

土
佐
藩
出
身
の
か
ら
く
り
師
・
細

川
半
蔵
（
か
ら
く
り
半
蔵
）
の
考

案
・
製
作
に
よ
る
も
の
で
す
。

　今
回
の
企
画
展
は
、
そ
の
中
の

娯
楽
性
・
遊
技
性
の
強
い〝
か
ら

く
り
お
も
ち
ゃ
〞
に
焦
点
を
当

て
、
高
知
県
に
ふ
さ
わ
し
く
温
も

り
の
あ
る
木
で
作
っ
た
か
ら
く
り

仕
掛
け
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
、
親

し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　か
ら
く
り
人
形
や
郷
土
か
ら
く

り
玩
具
の
展
示
の
ほ
か
、
昔
か
ら

く
り
・
童
話
の
か
ら
く
り
・
昆
虫

の
か
ら
く
り
な
ど
約
30
点
の
お
も

ち
ゃ
を
見
て
、
触
れ
る
参
加
・
体

験
型
の
楽
し
い
企
画
展
と
し
、
か

ら
く
り
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

〝
考
え
る
企
画
展
〞
に
も
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
期
日
】

７
月
23
日
（
土
）
〜

　
　
　
　９
月
４
日
（
日
）

【
場
所
】

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
入
館
料
】

大
人

　
　
　
　５
０
０
円

高
校
・
大
学
生
４
０
０
円

小
・
中
学
生

　２
０
０
円

（
20
名
以
上
の
各
団
体
は
100
円
引

き
。
70
歳
以
上
は
半
額
。
身
障
者

の
方
は
入
館
料
無
料
）

越
知
町
内
の
小
・
中
学
生
は
無
料

《
関
連
イ
ベ
ン
ト
》

（
期
間
中
毎
土
曜
日
開
催
）

〔
工
作
教
室
〕

オ
リ
ジ
ナ
ル
工
作
キ
ッ
ト
で
作

ろ
う

※
参
加
費
３
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
０
６
０

夫婦デュオのコンサートも

【日時】

【場所】

◆お問い合わせ先

◀募集・案内▶

　夏
休
み
企
画
展

　『
木
の
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
』

博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
4
回 

虹
色
の
里
横
畠

　
　
　
　キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
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　暑さも日ごとに増し、にぎやかな季節が近づいてきました。今年は７月30日（土）に宮の前公園で開
催いたします。雨天の場合は、翌日の７月31日（日）に順延になります。
　今年も趣向を凝らした打ち上げ花火を予定しておりますので、皆さんお誘い合わせの上、宮の前公園
までぜひお越しください。
【によどかあにばるイベント予定】
午後５時～　　ビアガーデン・夜店
午後６時～　　カラオケ決勝大会
午後９時～　　納涼花火大会
【第29回によどかあにばるカラオケ地区予選日程表】

　平成22年度の寄付金は、町民の皆さんのご協力で大きな成果がありました。ありがとうございまし
た。厚くお礼申し上げます。ご協力いただいた寄付金は、納涼花火大会など、まつり開催費用にあてさ
せていただきました。
　本年度も区長さんを通じてのご寄付、ご協力よろしくお願いします。
◆お問い合わせ先　　越知町観光協会　ＴＥＬ２６－１００４
　メールアドレス：ochikanko.2000@dance.ocn.ne.jp　ホームページ：http://www.ochi-kankou.jp

野 老 山 地 区

横 畠 地 区

桐 見 川 地 区

明治東部地区

西 町 地 区

中 大 平 地 区

明治西部地区

ニューシティ33

午後７時～

午後７時～

正午～

午後７時～

午後５時30分～

午後７時～

午後７時～

午後６時～

野老山小学校体育館

横畠小学校グラウンド（雨天時：横畠小学校体育館）

桐見ふれあいの里（雨天時：桐見川小学校体育館）

片岡小学校体育館

保健福祉センター（雨天時：基幹集落センター）

大桐広場（雨天時：大平集会所）

明治中学校体育館

サンプラザ越知店

７月９日（土）

７月10日（日）

７月16日（土）

７月16日（土）

７月17日（日）

７月18日（月）

７月23日（土）

７月24日（日）

【無料送迎バス】
越知駅⇔宮の前公園　
午後５時～午後10時30分まで無料送迎バスが
出ます。ご利用ください。

　本年度も８月から、仁淀川町・越知町・佐川町・日高村・いの町・土佐市合同の食生活改善推進教室

を開催します。町内在住の方であれば、どなたでも参加できます。

　修了後は、越知町食生活改善推進協議会の一員（ヘルスメイト）となり、さまざまなボランティア活

動に参加協力をお願いしています。

　日程については、下記のとおりです。６回のうち５回以上出席された方を修了生とします。

【教室日程】

・講習時間は９：30～14：30（６回目は９：30～12：30）

・必要経費はテキスト代・保険料。調理実習がない日は、昼食代が別途必要となります。

【申込期限】７月29日（金）

【募集人数】先着６名

◆お申し込み・お問い合わせ先

　越知町食生活改善推進協議会事務局（保健福祉センター内）TEL２６－３２１１

 

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

 

美
し
い
か
ら
だ
づ
く
り
を
目
指

し
て
行
う
ピ
ラ
テ
ィ
ス
レ
ッ
ス
ン

は
、
イ
ン
ナ
ー
の
筋
力
ア
ッ
プ
、

呼
吸
機
能
の
促
進
、
よ
り
美
し
い

肌
な
ど
数
多
く
の
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

体
力
や
年
齢
を
問
わ
ず
手
軽
に

受
講
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
募
集
人
数
】

20
名
程
度

【
日
程
】

７
月
７
日
（
木
）

７
月
14
日
（
木
）

７
月
21
日
（
木
）

７
月
28
日
（
木
）

【
時
間
】

午
後
７
時
〜
８
時
ま
で

【
場
所
】

越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

【
参
加
料
】

１
０
０
０
円
（
４
回
分
）

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は

無
料
で
す
。

【
指
導
者
】

Ｆ
Ｔ
Ｐ
認
定

ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

賀
部
綾
子
先
生

【
申
込
方
法
】

　所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
教
育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
参
加
上
の
注
意
】

○
教
室
開
始
後
は
、
参
加
料
の
返

還
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運

動
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

○
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

　楽
し
い
水
泳
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
。
今
年
も
プ
ー
ル
を
無
料
開

放
し
ま
す
。

　台
風
な
ど
で
開
放
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
電
話
で

確
認
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
開
放
予
定
日
】

７
月
24
日
（
日
）
〜

　
　８
月
28
日
（
日
）

【
開
放
時
間
】

月
〜
金
曜
日

　

　
　午
後
１
時
〜
午
後
４
時

土
・
日
曜
日

　
　午
前
10
時
〜
正
午

　
　午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
注
意
事
項
】

□
乳
幼
児
は
、
必
ず
保
護
者
が
水

着
で
同
伴
し
て
入
場
し
て
く
だ

さ
い
。

□
泳
力
25
ｍ
以
下
の
児
童
が
競
泳

用
プ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
に

は
、
保
護
者
同
伴
で
入
場
し
監

視
し
て
く
だ
さ
い
。

□
平
常
着
の
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
る

こ
と
は
禁
止
で
す
。

□
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
や
浮
き
輪
な
ど

の
使
用
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

（
乳
幼
児
プ
ー
ル
は
可
）

□
プ
ー
ル
使
用
注
意
書
を
守
っ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
安
全
管
理
上
、
衛
生
管
理
上
の

指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
直

ち
に
退
場
し
て
い
た
だ
き
、
以

後
の
利
用
を
お
断
り
し
ま
す
。

□
無
料
開
放
に
つ
き
貴
重
品
な
ど

は
、
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

地 区 日 付 時 間 開 催 場 所
①　８月23日（火）

②　９月 ２日（金）

③１０月28日（金）

④１１月 ９日（水）

⑤１２月 ９日（金）

⑥　１月19日（木）

佐 川 町

越 知 町

日 高 村

仁淀川町

い の 町

佐 川 町

オリエンテーション・講義

講義・調理実習

講義・調理実習

講義

講義・調理実習

講義・修了式

開 催 日 内 　 　 　 容 開催場所

◀募集・案内▶

総
合
運
動
場
プ
ー
ル

　
　
　
　無
料
開
放
の
ご
案
内

参
加
者
募
集 
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

第29回によどかあにばる開催日決定～お料理好きの方！ヘルスメイトになってみませんか！～

◀募集・案内▶
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　暑さも日ごとに増し、にぎやかな季節が近づいてきました。今年は７月30日（土）に宮の前公園で開
催いたします。雨天の場合は、翌日の７月31日（日）に順延になります。
　今年も趣向を凝らした打ち上げ花火を予定しておりますので、皆さんお誘い合わせの上、宮の前公園
までぜひお越しください。
【によどかあにばるイベント予定】
午後５時～　　ビアガーデン・夜店
午後６時～　　カラオケ決勝大会
午後９時～　　納涼花火大会
【第29回によどかあにばるカラオケ地区予選日程表】

　平成22年度の寄付金は、町民の皆さんのご協力で大きな成果がありました。ありがとうございまし
た。厚くお礼申し上げます。ご協力いただいた寄付金は、納涼花火大会など、まつり開催費用にあてさ
せていただきました。
　本年度も区長さんを通じてのご寄付、ご協力よろしくお願いします。
◆お問い合わせ先　　越知町観光協会　ＴＥＬ２６－１００４
　メールアドレス：ochikanko.2000@dance.ocn.ne.jp　ホームページ：http://www.ochi-kankou.jp

野 老 山 地 区

横 畠 地 区

桐 見 川 地 区

明治東部地区

西 町 地 区

中 大 平 地 区

明治西部地区

ニューシティ33

午後７時～

午後７時～

正午～

午後７時～

午後５時30分～

午後７時～

午後７時～

午後６時～

野老山小学校体育館

横畠小学校グラウンド（雨天時：横畠小学校体育館）

桐見ふれあいの里（雨天時：桐見川小学校体育館）

片岡小学校体育館

保健福祉センター（雨天時：基幹集落センター）

大桐広場（雨天時：大平集会所）

明治中学校体育館

サンプラザ越知店

７月９日（土）

７月10日（日）

７月16日（土）

７月16日（土）

７月17日（日）

７月18日（月）

７月23日（土）

７月24日（日）

【無料送迎バス】
越知駅⇔宮の前公園　
午後５時～午後10時30分まで無料送迎バスが
出ます。ご利用ください。

　本年度も８月から、仁淀川町・越知町・佐川町・日高村・いの町・土佐市合同の食生活改善推進教室

を開催します。町内在住の方であれば、どなたでも参加できます。

　修了後は、越知町食生活改善推進協議会の一員（ヘルスメイト）となり、さまざまなボランティア活

動に参加協力をお願いしています。

　日程については、下記のとおりです。６回のうち５回以上出席された方を修了生とします。

【教室日程】

・講習時間は９：30～14：30（６回目は９：30～12：30）

・必要経費はテキスト代・保険料。調理実習がない日は、昼食代が別途必要となります。

【申込期限】７月29日（金）

【募集人数】先着６名

◆お申し込み・お問い合わせ先

　越知町食生活改善推進協議会事務局（保健福祉センター内）TEL２６－３２１１

 

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

 

美
し
い
か
ら
だ
づ
く
り
を
目
指

し
て
行
う
ピ
ラ
テ
ィ
ス
レ
ッ
ス
ン

は
、
イ
ン
ナ
ー
の
筋
力
ア
ッ
プ
、

呼
吸
機
能
の
促
進
、
よ
り
美
し
い

肌
な
ど
数
多
く
の
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

体
力
や
年
齢
を
問
わ
ず
手
軽
に

受
講
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
募
集
人
数
】

20
名
程
度

【
日
程
】

７
月
７
日
（
木
）

７
月
14
日
（
木
）

７
月
21
日
（
木
）

７
月
28
日
（
木
）

【
時
間
】

午
後
７
時
〜
８
時
ま
で

【
場
所
】

越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

【
参
加
料
】

１
０
０
０
円
（
４
回
分
）

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は

無
料
で
す
。

【
指
導
者
】

Ｆ
Ｔ
Ｐ
認
定

ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

賀
部
綾
子
先
生

【
申
込
方
法
】

　所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
教
育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
参
加
上
の
注
意
】

○
教
室
開
始
後
は
、
参
加
料
の
返

還
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運

動
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

○
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

　楽
し
い
水
泳
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
。
今
年
も
プ
ー
ル
を
無
料
開

放
し
ま
す
。

　台
風
な
ど
で
開
放
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
電
話
で

確
認
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
開
放
予
定
日
】

７
月
24
日
（
日
）
〜

　
　８
月
28
日
（
日
）

【
開
放
時
間
】

月
〜
金
曜
日

　

　
　午
後
１
時
〜
午
後
４
時

土
・
日
曜
日

　
　午
前
10
時
〜
正
午

　
　午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
注
意
事
項
】

□
乳
幼
児
は
、
必
ず
保
護
者
が
水

着
で
同
伴
し
て
入
場
し
て
く
だ

さ
い
。

□
泳
力
25
ｍ
以
下
の
児
童
が
競
泳

用
プ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
に

は
、
保
護
者
同
伴
で
入
場
し
監

視
し
て
く
だ
さ
い
。

□
平
常
着
の
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
る

こ
と
は
禁
止
で
す
。

□
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
や
浮
き
輪
な
ど

の
使
用
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

（
乳
幼
児
プ
ー
ル
は
可
）

□
プ
ー
ル
使
用
注
意
書
を
守
っ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
安
全
管
理
上
、
衛
生
管
理
上
の

指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
直

ち
に
退
場
し
て
い
た
だ
き
、
以

後
の
利
用
を
お
断
り
し
ま
す
。

□
無
料
開
放
に
つ
き
貴
重
品
な
ど

は
、
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

地 区 日 付 時 間 開 催 場 所
①　８月23日（火）

②　９月 ２日（金）

③１０月28日（金）

④１１月 ９日（水）

⑤１２月 ９日（金）

⑥　１月19日（木）

佐 川 町

越 知 町

日 高 村

仁淀川町

い の 町

佐 川 町

オリエンテーション・講義

講義・調理実習

講義・調理実習

講義

講義・調理実習

講義・修了式

開 催 日 内 　 　 　 容 開催場所

◀募集・案内▶

総
合
運
動
場
プ
ー
ル

　
　
　
　無
料
開
放
の
ご
案
内

参
加
者
募
集 

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

第29回によどかあにばる開催日決定～お料理好きの方！ヘルスメイトになってみませんか！～

◀募集・案内▶
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　次
の
公
用
車
を
入
札
に
よ
り
払

い
下
げ
し
ま
す
。
入
札
に
参
加
希

望
の
方
は
、
次
の
事
項
を
確
認
の

上
、
「
入
札
参
加
申
込
書
」
を
総

務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
【
物
件
１
】

【
車
名
】
ニ
ッ
サ
ン
ホ
ー
ミ
ー

　（
平
成
９
年
式

　色
・
白
）

【
乗
車
定
員
】
15
人

【
装
備
・
付
属
品
】

　パ
ワ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

　ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
４
本

【
車
検
】

　平
成
23
年
８
月
31
日
ま
で
有
効

　リ
サ
イ
ク
ル
料
金
支
払
い
済
み

【
走
行
距
離
】

　２
１
２
，
０
２
７
キ
ロ

☆
【
物
件
２
】

【
車
名
】
ニ
ッ
サ
ン
ホ
ー
ミ
ー

　（
平
成
８
年
式

　色
・
白
）

【
乗
車
定
員
】
15
人

【
装
備
・
付
属
品
】

　ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
４
本

【
車
検
】

　平
成
23
年
７
月
31
日
ま
で
有
効

　リ
サ
イ
ク
ル
料
金
支
払
い
済
み

【
走
行
距
離
】

　２
２
８
，
３
２
６
キ
ロ

※
注

　中
型
自
動
車
と
な
り
ま
す

の
で
、
中
型
自
動
車
以
上

の
免
許
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
入
札
参
加
要
件
】

越
知
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人

【
入
札
書
の
提
出
方
法
】

総
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
る

「
入
札
参
加
申
込
書
」
を
総
務

課
ま
で
持
参
ま
た
は
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

７
月
20
日
（
水
）

午
後
５
時
必
着

　
　
　
　
　

【
提
出
場
所
】

総
務
課
（
役
場
２
階
）

【
開
札
】

７
月
21
日
（
木
）
に
総
務
課
に
お

い
て
行
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
１

◀募集・案内▶

公
用
車
を
売
り
ま
す

◀募集・案内▶

育
児
相
談
・
親
子

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
ご
案
内

夕
涼
み
会

〜
越
知
幼
稚
園
〜

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ご
家
庭
で
過
ご
し
て
い
る
お
子
さ

ん
た
ち
の
遊
び
の
場
、ま
た
育
児
中

の
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し

て
、保
育
園
内
に『
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
』が
あ
り
ま
す
。月
数
回
の

「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」や「
絵
本
の
貸

し
出
し
」も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
7
月
の
予
定
☆

　（な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
15
日（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
20
日（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

※
水
着（
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る

ズ
ボ
ン
な
ど
）、タ
オ
ル
な
ど
を
持

って
き
て
ね
。

◎
27
日（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

※（
持
ち
物
は
同
様
）

【
時
間
】午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
他
の
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　夕
涼
み
会
に
つ
い
て

　
今
年
も
楽
し
い
夕
涼
み
会
が
あ

り
ま
す
。

　
保
護
者
の
夜
店
や
バ
ザ
ー
、
子
ど

も
た
ち
の
か
わ
い
い
踊
り
や
職
員
に

よ
る
出
し
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、誘
い
合
って
、ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
７
月
９
日（
土
）午
後
６
時
〜

【
場
所
】

　
越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原 

・ 

北
村

　
T
E
L
2
6

－

2
1
4
1

宮
の
前
コ
ー
ス

【
日
時
】

７
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
00
分

　
お
ち
駅
前
集
合

午
前
10
時
10
分

　
お
ち
駅
前
出
発

午
後
４
時

　
帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
宮
の
前
公
園
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
参
加
者
は
茶
わ
ん
を
持
参

・
雨
天
時
は
中
止

・
集
合
時
間
厳
守

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野
（
３
区
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

0
4
5
8

歩
こ
う
会

　
乳
幼
児
の
親
子
の
方
を
対
象
に

左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
消
し

ゴ
ム
判
子
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ

う
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

７
月
26
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
半

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

育
児
相
談
（
身
長
・
体
重
測
定
）

消
し
ゴ
ム
判
子
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
持
参
す
る
も
の
】

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設

け
て
お
り
ま
す
が
、
お
子
さ
ん

の
お
茶
、
お
や
つ
は
各
自
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、
７
月
22
日

（
金
）
ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

3
2
1
1

　
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
幼
稚
園
で
は
夕
涼
み
会
を

行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
歌
や
踊
り
、楽
し

い
夜
店
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、誘
い
合
って
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
。

【
日
時
】

　
７
月
２
日（
土
）午
後
６
時
〜

【
場
所
】

　
越
知
幼
稚
園

　
　
晴
れ
…
園
庭

　
　
雨
…
…
園
舎
内

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
0
7

平成２３年度自衛官等募集案内
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　次
の
公
用
車
を
入
札
に
よ
り
払

い
下
げ
し
ま
す
。
入
札
に
参
加
希

望
の
方
は
、
次
の
事
項
を
確
認
の

上
、
「
入
札
参
加
申
込
書
」
を
総

務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
【
物
件
１
】

【
車
名
】
ニ
ッ
サ
ン
ホ
ー
ミ
ー

　（
平
成
９
年
式

　色
・
白
）

【
乗
車
定
員
】
15
人

【
装
備
・
付
属
品
】

　パ
ワ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

　ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
４
本

【
車
検
】

　平
成
23
年
８
月
31
日
ま
で
有
効

　リ
サ
イ
ク
ル
料
金
支
払
い
済
み

【
走
行
距
離
】

　２
１
２
，
０
２
７
キ
ロ

☆
【
物
件
２
】

【
車
名
】
ニ
ッ
サ
ン
ホ
ー
ミ
ー

　（
平
成
８
年
式

　色
・
白
）

【
乗
車
定
員
】
15
人

【
装
備
・
付
属
品
】

　ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
４
本

【
車
検
】

　平
成
23
年
７
月
31
日
ま
で
有
効

　リ
サ
イ
ク
ル
料
金
支
払
い
済
み

【
走
行
距
離
】

　２
２
８
，
３
２
６
キ
ロ

※
注

　中
型
自
動
車
と
な
り
ま
す

の
で
、
中
型
自
動
車
以
上

の
免
許
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
入
札
参
加
要
件
】

越
知
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人

【
入
札
書
の
提
出
方
法
】

総
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
る

「
入
札
参
加
申
込
書
」
を
総
務

課
ま
で
持
参
ま
た
は
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

７
月
20
日
（
水
）

午
後
５
時
必
着

　
　
　
　
　

【
提
出
場
所
】

総
務
課
（
役
場
２
階
）

【
開
札
】

７
月
21
日
（
木
）
に
総
務
課
に
お

い
て
行
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
１

◀募集・案内▶

公
用
車
を
売
り
ま
す

◀募集・案内▶

育
児
相
談
・
親
子

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
ご
案
内

夕
涼
み
会

〜
越
知
幼
稚
園
〜

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ご
家
庭
で
過
ご
し
て
い
る
お
子
さ

ん
た
ち
の
遊
び
の
場
、ま
た
育
児
中

の
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し

て
、保
育
園
内
に『
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
』が
あ
り
ま
す
。月
数
回
の

「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」や「
絵
本
の
貸

し
出
し
」も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
7
月
の
予
定
☆

　（な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
15
日（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
20
日（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

※
水
着（
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る

ズ
ボ
ン
な
ど
）、タ
オ
ル
な
ど
を
持

って
き
て
ね
。

◎
27
日（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

※（
持
ち
物
は
同
様
）

【
時
間
】午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
他
の
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　夕
涼
み
会
に
つ
い
て

　
今
年
も
楽
し
い
夕
涼
み
会
が
あ

り
ま
す
。

　
保
護
者
の
夜
店
や
バ
ザ
ー
、
子
ど

も
た
ち
の
か
わ
い
い
踊
り
や
職
員
に

よ
る
出
し
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、誘
い
合
って
、ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
７
月
９
日（
土
）午
後
６
時
〜

【
場
所
】

　
越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原 

・ 

北
村

　
T
E
L
2
6

－

2
1
4
1

宮
の
前
コ
ー
ス

【
日
時
】

７
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
00
分

　
お
ち
駅
前
集
合

午
前
10
時
10
分

　
お
ち
駅
前
出
発

午
後
４
時

　
帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
宮
の
前
公
園
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
参
加
者
は
茶
わ
ん
を
持
参

・
雨
天
時
は
中
止

・
集
合
時
間
厳
守

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野
（
３
区
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

0
4
5
8

歩
こ
う
会

　
乳
幼
児
の
親
子
の
方
を
対
象
に

左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
消
し

ゴ
ム
判
子
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ

う
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

７
月
26
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
半

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

育
児
相
談
（
身
長
・
体
重
測
定
）

消
し
ゴ
ム
判
子
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
持
参
す
る
も
の
】

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設

け
て
お
り
ま
す
が
、
お
子
さ
ん

の
お
茶
、
お
や
つ
は
各
自
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、
７
月
22
日

（
金
）
ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

3
2
1
1

　
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
幼
稚
園
で
は
夕
涼
み
会
を

行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
歌
や
踊
り
、楽
し

い
夜
店
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、誘
い
合
って
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
。

【
日
時
】

　
７
月
２
日（
土
）午
後
６
時
〜

【
場
所
】

　
越
知
幼
稚
園

　
　
晴
れ
…
園
庭

　
　
雨
…
…
園
舎
内

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
0
7

平成２３年度自衛官等募集案内
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　５月２５日から２７日まで、６年生の修学旅行でした。今年から新コースとなり、１日目は、広島です。お昼ごろに広
島に到着し、広島平和公園へ行きました。びっくりするほどたくさんの学校が訪れており、「原爆の子の像」の前で
平和集会をするのも順番待ちでした。平和集会で平和を誓い、全校児童で折った折りづると黙とうを捧げた後、
「ヒロシマの有る国で」を合唱しました。写真で見慣れた原爆ドームの実物を生で見ることもできたし、語り部さんの
お話もしっかり聞くことができました。
　２日目は、お楽しみのユニバーサル・スタジオ・ジャパンでした。アトラクションやレストランに入るのは班行動でした。
ジュラシック・パークやスパイダーマンに子どもたちの人気が集中しました。ここでのお土産も楽しみだったようで、家
族のためにたくさん買っている子どももいました。
　３日目は、奈良で歴史学習です。ちょうど学校では、社会科で奈良時代の歴史を勉強している最中で、東大寺
の大仏殿や正倉院、二月堂を見学できたのは良いタイミングでした。
　６年生たちは、行く先々で気持ちの良いあいさつができていたし、大きな行事をみんなで成し遂げ、６年の学年
集団がパワーアップしたように感じました。

修 学 旅 行

　５月第２週は、３学年とも学校を離れての学習がありました。
　１年生：集団宿泊研修、２年生：修学旅行、３年生：職場体験とそれぞれ有意義な研修・
体験ができました。２年生は、関西方面への３泊４日の修学旅行でした。修学旅行の様子
を掲載します。これらの画像は、初日に宿泊した男子の部屋の様子です。

　５月２日（月）に第１回総務委員会が開かれ、その話し合いをもとに５月１９日（木）第１回PTA
役員会（総務委員会と運営委員会）が開催され、５つの専門部担当者が決まりました。また、秋
の研修は、地中海美術館（香川県）となりました。

修学旅行　部屋別パフォーマンス編（男子）

第1回 PTA役員会の開催

越 知 小 学 校

越 知 中 学 校

横
倉
宮
の

木
造
蔵
王
権
現

立
像

は
じ
め
に

　越
知
町
内
に
は
県
指
定
文
化
財

を
は
じ
め
町
指
定
文
化
財
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
有

形
、
史
跡
及
び
天
然
記
念
物
な
ど

五
十
を
超
え
る
文
化
財
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　越
知
町
の
文
化
的
財
産
で
あ
る

こ
れ
ら
の
文
化
財
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　横

倉
山
は
古
代
末
よ
り
近
世
初

頭
に
か
け
て
修
験
者
（
山
伏
）
の

道
場
と
し
て
栄
え
、
関
係
宝
物
及

び
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
山
で
す
。

　第
一
回
目
は
県
指
定
文
化
財
で

横
倉
宮
の
所
蔵
す
る
木
造
蔵
王
権

現
立
像
の
紹
介
で
す
。

　蔵
王
権
現
は
修
験
道
を
開
き
、

始
め
た
と
い
わ
れ
る
役
行
者
（
役

小
角
）
が
奈
良
県
吉
野
の
金
峰
山

で
修
行
中
に
こ
の
蔵
王
権
現
を
感

じ
て
会
得
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
権
現
と
は
権
り
に
現
わ
れ
る

と
い
う
意
味
で
、
つ
ま
り
山
の
神

様
が
蔵
王
（
蔵
王
菩
薩
と
も
い
わ

れ
る
仏
の
一
種
）
の
姿
と
し
て
役

行
者
の
前
に
現
れ
た
も
の
で
、
こ

の
よ
う
に
日
本
固
有
の
神
道
に
奈

良
時
代
に
伝
来
し
た
仏
教
が
一
種

に
な
っ
た
も
の
を
神
仏
習
合
（
神

仏
混
交
）
と
い
い
ま
す
。
明
治
以

前
の
神
社
で
は
御
神
体
を
拝
ん
で

み
る
と
神
は
権
り
の
現
わ
れ
（
垂

迹
と
い
う
）
で
本
地
（
本
来
の
姿

つ
ま
り
御
神
体
）
は
何
と
仏
様
で

し
た
。
（
こ
の
御
神
体
に
あ
た
る

仏
様
を
本
地
仏
と
い
い
ま
す
）
こ

れ
を
本
地
垂
迹
と
い
い
神
様
と
仏

様
が
一
体
と
な
っ
て
祀
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
今
の
○
○
神
社
と
い
う

名
前
で
は
な
く
○
○
権
現
と
い
う

社
の
名
前
で
し
た
。
○
○
権
現
て

今
ま
で
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
権
現
と
い
う

名
前
は
明
治
に
な
っ
て
神
仏
分
離

令
（
神
様
と
仏
様
を
分
け
て
祀
り

な
さ
い
と
い
う
法
律
）
が
出
る
ま

で
続
き
ま
す
。

　蔵
王
権
現
の
各
調
査
報
告
書
が

い
く
つ
か
あ
る
中
で
、
仏
像
調
査

報
告
書
は
き
わ
め
て
難
し
い
専
門

用
語
が
あ
る
た
め
、
高
知
県
文
化

財
保
護
審
議
会
長
前
田
和
男
氏
の

報
告
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
か
み

く
だ
い
て
紹
介
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
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造
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像
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（
こ
の
蔵
王
権
現
の
像
は
木
で

造
ら
れ
た
立
っ
た
像
一
体
で
す
。

像
の
高
さ
は
五
五
セ
ン
チ
あ
り
平

安
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
）

　本
像
は
ヒ
ノ
キ
材
、
一
木
造

り
、
彫
眼
の
素
地
像
で
、
内
刳
り

は
な
い
（
本
像
は
ヒ
ノ
キ
材
の
一

本
の
木
で
造
ら
れ
た
像
で
、
目
を

彫
刻
で
表
し
色
を
付
け
て
い
な
い

木
地
の
ま
ま
の
像
で
、
像
の
内
部

を
え
ぐ
っ
て
い
な
い
）
。
右
手
上

膊
部
（
肘
か
ら
上
の
部
分
）
半
ば

よ
り
先
を
除
い
て
一
材
か
ら
彫
成

（
一
つ
の
材
料
の
木
か
ら
彫
り
出

し
て
成
形
）
し
、
右
手
上
膊
部
半

ば
よ
り
先
は
別
材
で
つ
く
っ
て
枘

（
別
の
木
の
材
料
で
二
つ
の
部
材

を
つ
ぎ
合
わ
す
と
き
、
一
方
の
材

の
端
に
つ
く
る
突
起
）
で
止
め
て

い
た
（
欠
失
）
。
（
今
は
失
わ
れ

無
く
な
っ
て
い
る
）
髪
を
ま
る
く

高
く
つ
く
り
、
額
の
両
側
で
髪
を

逆
立
て
（
炎
髪
）
（
炎
の
よ
う
に

逆
立
っ
た
髪
）
、
天
冠
台
を
刻
出

す
る
（
像
の
頭
の
上
に
か
ぶ
る
宝

の
冠
台
を
彫
刻
で
刻
み
出
す
）
。

左
肩
先
か
ら
右
脇
腹
に
か
け
て
条

帛
（
イ
ン
ド
の
服
制
の
一
つ
で
肌

に
直
接
ま
と
う
薄
手
の
布
）
を
懸

け
、
着
裳
（
像
が
腰
か
ら
下
に
ま

と
う
服
を
付
け
て
い
る
）
は
裾
長

に
左
側
に
張
る
が
、
い
ず
れ
も
衣

褶
（
衣
の
ひ
だ
）
を
た
た
ま
ず
、

簡
略
化
し
て
い
る
。
面
相
は
瞋

目
、
上
歯
を
あ
ら
わ
す
忿
怒
の
形

相
に
示
し
（
顔
つ
き
は
目
を
い
か

ら
し
上
の
歯
を
出
し
い
き
ど
お
っ

た
怒
り
の
顔
つ
き
を
あ
ら
わ

す
）
、
右
手
を
上
げ
、
左
手
先
を

上
方
に
向
け
て
掌
を
腰
に
つ
け
、

右
足
を
膝
で
曲
げ
て
上
げ
て
立

つ
。
左
足
先
を
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失
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る
。
左
手

首
と
両
足
首
に
は
釧
を
刻
出
す
る

（
装
身
具
の
腕
輪
を
刻
み
出

す
）
。
粗
豪
の
感
は
否
め
な
い
が
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素
朴
で
荒
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し
い
感
じ
は
す
る

が
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、
古
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な
作
風
を
示
す
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で
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る
（
古
い
作
品
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式
を
あ
ら
わ

し
た
像
で
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る
）
。

　今
よ
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約
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年
昔
に
造
ら

れ
た
貴
重
な
木
造
の
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を
は
じ
め

こ
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る
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の

数
々
が
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や
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に
遭
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に
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も
の
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。
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の
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産
を
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世

に
伝
え
て
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使
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が
今
を
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き

抜
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私
達
に
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　未
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劫
に
保
存
活
用
し
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い
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の
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。
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★鮮明なカラー画像は、ブログでご覧ください。　URL  http://ochi-jhs.sakura.ne.jp/ochi-xoops/

5月
の行事
より



｜広報おち｜7月号｜16｜｜17｜広報おち｜7月号｜   

　５月２５日から２７日まで、６年生の修学旅行でした。今年から新コースとなり、１日目は、広島です。お昼ごろに広
島に到着し、広島平和公園へ行きました。びっくりするほどたくさんの学校が訪れており、「原爆の子の像」の前で
平和集会をするのも順番待ちでした。平和集会で平和を誓い、全校児童で折った折りづると黙とうを捧げた後、
「ヒロシマの有る国で」を合唱しました。写真で見慣れた原爆ドームの実物を生で見ることもできたし、語り部さんの
お話もしっかり聞くことができました。
　２日目は、お楽しみのユニバーサル・スタジオ・ジャパンでした。アトラクションやレストランに入るのは班行動でした。
ジュラシック・パークやスパイダーマンに子どもたちの人気が集中しました。ここでのお土産も楽しみだったようで、家
族のためにたくさん買っている子どももいました。
　３日目は、奈良で歴史学習です。ちょうど学校では、社会科で奈良時代の歴史を勉強している最中で、東大寺
の大仏殿や正倉院、二月堂を見学できたのは良いタイミングでした。
　６年生たちは、行く先々で気持ちの良いあいさつができていたし、大きな行事をみんなで成し遂げ、６年の学年
集団がパワーアップしたように感じました。

修 学 旅 行

　５月第２週は、３学年とも学校を離れての学習がありました。
　１年生：集団宿泊研修、２年生：修学旅行、３年生：職場体験とそれぞれ有意義な研修・
体験ができました。２年生は、関西方面への３泊４日の修学旅行でした。修学旅行の様子
を掲載します。これらの画像は、初日に宿泊した男子の部屋の様子です。

　５月２日（月）に第１回総務委員会が開かれ、その話し合いをもとに５月１９日（木）第１回PTA
役員会（総務委員会と運営委員会）が開催され、５つの専門部担当者が決まりました。また、秋
の研修は、地中海美術館（香川県）となりました。

修学旅行　部屋別パフォーマンス編（男子）

第1回 PTA役員会の開催

越 知 小 学 校

越 知 中 学 校
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史
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。
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介
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。
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介
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。
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わ
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わ
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れ
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現
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仏
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仏
混
交
）
と
い
い
ま
す
。
明
治
以

前
の
神
社
で
は
御
神
体
を
拝
ん
で

み
る
と
神
は
権
り
の
現
わ
れ
（
垂

迹
と
い
う
）
で
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仏
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で
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。
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こ
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神
体
に
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る

仏
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を
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仏
と
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こ
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と
仏
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。
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で
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○
権
現
と
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の
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で
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。
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○
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て

今
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で
ど
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で
聞
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た
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。
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の
権
現
と
い
う

名
前
は
明
治
に
な
っ
て
神
仏
分
離

令
（
神
様
と
仏
様
を
分
け
て
祀
り

な
さ
い
と
い
う
法
律
）
が
出
る
ま

で
続
き
ま
す
。

　蔵
王
権
現
の
各
調
査
報
告
書
が

い
く
つ
か
あ
る
中
で
、
仏
像
調
査

報
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書
は
き
わ
め
て
難
し
い
専
門

用
語
が
あ
る
た
め
、
高
知
県
文
化

財
保
護
審
議
会
長
前
田
和
男
氏
の

報
告
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
か
み

く
だ
い
て
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介
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
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キ
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、
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造
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、
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の
素
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の
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た
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を
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を
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の
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の
像
で
、
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。
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の
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き
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の
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。
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今
は
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れ

無
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い
る
）
髪
を
ま
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く
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り
、
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の
両
側
で
髪
を

逆
立
て
（
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（
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の
よ
う
に

逆
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た
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）
、
天
冠
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を
刻
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す
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（
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の
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の
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に
か
ぶ
る
宝

の
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彫
刻
で
刻
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。
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に
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（
イ
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ド
の
服
制
の
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で
肌

に
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接
ま
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う
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手
の
布
）
を
懸

け
、
着
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（
像
が
腰
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ら
下
に
ま
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う
服
を
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け
て
い
る
）
は
裾
長

に
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側
に
張
る
が
、
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ず
れ
も
衣

褶
（
衣
の
ひ
だ
）
を
た
た
ま
ず
、

簡
略
化
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て
い
る
。
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目
、
上
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を
あ
ら
わ
す
忿
怒
の
形
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に
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し
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き
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を
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か
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し
上
の
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を
出
し
い
き
ど
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た
怒
り
の
顔
つ
き
を
あ
ら
わ

す
）
、
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手
を
上
げ
、
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手
先
を

上
方
に
向
け
て
掌
を
腰
に
つ
け
、

右
足
を
膝
で
曲
げ
て
上
げ
て
立

つ
。
左
足
先
を
欠
失
す
る
。
左
手

首
と
両
足
首
に
は
釧
を
刻
出
す
る
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装
身
具
の
腕
輪
を
刻
み
出

す
）
。
粗
豪
の
感
は
否
め
な
い
が
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素
朴
で
荒
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し
い
感
じ
は
す
る

が
）
、
古
様
な
作
風
を
示
す
像
で

あ
る
（
古
い
作
品
様
式
を
あ
ら
わ

し
た
像
で
あ
る
）
。

　今
よ
り
約
八
二
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年
昔
に
造
ら
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た
貴
重
な
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造
の
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を
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め

こ
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ら
紹
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す
る
文
化
財
の

数
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が
火
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や
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に
遭
わ
ず
に

現
在
ま
で
伝
来
し
て
い
る
の
は
奇

跡
に
近
い
も
の
で
す
。

　こ
の
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重
な
文
化
遺
産
を
後
世

に
伝
え
て
行
く
使
命
が
今
を
生
き

抜
く
私
達
に
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　未
来
永
劫
に
保
存
活
用
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
ね
。
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各部屋の様子。旅の楽しさが伝われば幸いです。

★鮮明なカラー画像は、ブログでご覧ください。　URL  http://ochi-jhs.sakura.ne.jp/ochi-xoops/

5月
の行事
より
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越知町で初の公式戦 1,542人が観戦！
　５月21日（土）高知ファイティングドッグス（以下、「高知ＦＤ」）のホームグラウ
ンドである越知町民総合運動場で、初の公式戦が行われました。当日は、朝から
雨が降ったリやんだりのあいにくのお天気でしたが、高知ＦＤのホームゲームと
しては、今季最多となる1,542人が詰め掛けにぎわいました。
　試合は、１点を追う高知ＦＤが９回２死満塁まで攻めましたが、６－７で惜しくも
敗れ、ホームタウン初勝利はお預けとなりました。
　越知町での次回公式戦は、9月19日に開催します。対戦相手は香川オリーブガ
イナーズです。皆さん応援に来てね！！
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　今
年
も
６
月
２
日
に
、
「
全
国

ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
イ
ー
ク
期

間
」
に
お
い
て
、
女
の
井
戸
端
会

議
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

皆
さ
ん
が
、
市
街
地
か
ら
大
桐
地

区
周
辺
の
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
は
、
不
法
投
棄
な
ど

を
発
生
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を

強
化
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
今
後
と
も
、
ご

支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

雨に濡れた観客席を選手自らぞうきん
がけして、お出迎えの準備もＯＫ

「
不
法
投
棄
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
」が

行
わ
れ
ま
し
た
！

はじめ
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｜広報おち｜7月号｜20｜

お
く
や
み

町
民
の
動
き

5
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

1

15

10

8

6,460

3,019

3,441

2,997

（△12）

（△  3）

（△  9）

（△  8）

【
開
館
日
時
】

火
〜
金

午
前
11
時
〜
午
後
6
時

土
・
日
・
祝
日

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

（
休
館
日 

月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
ユ
リ
ゴコロ
」沼

田 

ま
ほ
か
る 

著

　
亮
介
が
実
家
で
偶
然
見
つ
け
た

「
ユ
リ
ゴ
コ
ロ
」
と
名
付
け
ら
れ

た
ノ
ー
ト
。
そ
れ
は
殺
人
に
取
り

憑
か
れ
た
人
間
の
生
々
し
い
告
白

文
だ
っ
た
。
創
作
な
の
か
、
あ
る
い

は
事
実
に
基
づ
く 

手
記
な
の
か
。

そ
し
て
書
い
た
の
は
誰
な
の
か
。
謎

の
ノ
ー
ト
は
亮
介
の
人
生
を
一
変
さ

せ
る
驚
愕
の
事
実
を
孕
ん
で
い
た
。

圧
倒
的
な
筆
力
に
身
も
心
も
絡
め

と
ら
れ
て
し
ま
う
究
極
の
恋
愛
ミ

ス
テ
リ
ー
！

「
自
分
の
始
末
」曽

野 

綾
子 

著

　
若
々
し
い
魂
を
保
つ
た
め
に
は
…

苦
労
も
病
気
も
「
資
本
」
に
す
る

に
は
…
定
年
後
に
必
須
の
新
た
な

「
発
想
」
と
は
…
。
人
生
を
楽
し

く
畳
む
知
恵
。

子
ど
も
の
本

「
南
の
島
で
」石

津 

ち
ひ
ろ 

作

　
南
の
島
に
す
む
父
さ
ん
の
妹
、も

も
さ
ん
と
過
ご
し
た
ぼ
く
の
夏
休

み
。し
あ
わ
せ
す
ぎ
て
、た
い
せ
つ
す

ぎ
て
、思
い
出
す
と
せ
つ
な
く
な
る

日
々
の
こ
と
。

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（6月1日現在）

「
お
ば
け
む
ら
」南

部 

和
也 

作

　
山
の
奥
深
く
に
、
ひ
な
び
た
村

が
あ
っ
た
。
村
人
た
ち
は
、
そ
れ
な

り
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る

日
、
遠
く
の
村
か
ら
馬
車
を
し
た

が
え
た 

一 

行
が
、
お
ば
け
を
連
れ

て
や
って
き
た
。
素
晴
ら
し
い
お
礼

の
代
償
に
、
村
人
た
ち
が
手
に
し

た
毎
日
と
は 

一 

体
…
?

「
み
ん
な
の
こ
び
と
」

な
ば
た 

と
し
た
か 

作

　
博
士
の
も
と
に
全
国
か
ら
届
い
た

コ
ビ
ト
の
目
撃
情
報
。
幸
運
を
呼
ぶ

ホ
ト
ケ
ア
カ
バ
ネ
、 

魚
と一緒
に
釣
ら

れ
た
カ
ワ
コ
ビ
ト
、
ゴ
キ
ブ
リ
を
操

る
イ
エコ
ビ
ト
な
ど
、
様
々
な
コ
ビ
ト

と
の
出
会
い
が
待
って
い
ま
す
。

新
着
図
書

（ 

一 

般
）

◇
読
む
力
は
生
き
る
力

脇 

明
子 

著

◇
東
日
本
大
震
災

　
特
別
報
道
写
真
集

高
知
新
聞
社

（
こ
ど
も
）

◇
でっか
い
あ
か
いバス
が
き
た

ジュデ
イ
・ハイ
ン
ド
リ
ー 

作

◇
ぼ
く
と
お
お
は
し
く
ん

く
せ 

さ
な
え 

作

◇
く
つや
の
ね
こ

い
ま
い 

あ
や
の 

作

◇
お
ば
け
め
ぐ
り

瀬
川 

昌
男 

作

◇
お
化
け
の
海
水
浴

川
端 

誠 

作

◇
よ
し
お
く
ん
が
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
を

こ
ぼ
し
て
し
まった
お
は
な
し

及
川 

賢
治 

作

◇
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
バス
ケッ
ト
ホ
テ
ル

ル
ド
ウ
ィッヒベー
メ
ルマンス 

作

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
│
3
4
0
0

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

住

　所

氏

　
　
　名

藤
村
　
昌
利

西
川
　
秀
子

西
　
佐
與
子

中
野
　
國
子

片
岡
　
忠
雄

片
岡
　
新
治

竹
内
惠
美
子

吉
田
　
末
男

西
森
マ
キ
コ

井
上
　
　
貢

高
橋
　
千
惠

片
岡
富
士
子

黒
原
　
好
子

植
村
　
夏
美

2
区

2
区

3
区

3
区

5
区

6
区

9
区

9
区

9
区

16
区

17
区

南
ノ
川

袖
野

清
水

あ
け
ぼ
の
句
会

◎
た
む
ら
ち
せ
い

　炉
心
溶
解
の
世
を
離
り
来
し
蛍
か
な

○
西

　せ
つ
子      

散
策
は
青
葉
し
ぐ
れ
の
乗
台
寺

　
　
　
　
　
　
　
　余
生
い
ま
句
作
に
生
き
て
凌
霄
花

○
服
部
す
え
子      

新
樹
光
雲
よ
り
こ
ぼ
る
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　沙
羅
の
花
梢
に
揺
る
る
高
曇
り

○
松
本

　孝
子      

千
条
の
雨
の
奥
な
る
今
年
竹

　
　
　
　
　
　
　
　水
槽
の
黄
色
の
目
高
孕
み
お
り

○
辻

　
　静
香      

涼
し
さ
は
切
り
子
の
皿
の
葛
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　街
路
燈
ま
だ
点
り
い
て
明
け
易
し

○
藤
原

　里
美      

梅
雨
寒
や
膝
の
痛
み
を
何
と
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　曼
珠
沙
華
亡
母
の
呼
ぶ
声
聞
こ
え
そ
う

○
澤
田

　泰
彦      

千
年
の
時
も
一
瞬
花
は
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
　擬
宝
珠
の
定
め
の
時
を
守
り
咲
き

『
会
員
募
集
中
』

　あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。初
心
者
歓

迎
し
ま
す
。

　入
会
ご
希
望
の
方
は
、
澤
田（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
│
０
８
９
７
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

さ
か

の
う
ぜ
ん
か

ぎ 

ぼ
う 

し
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霄
花

○
服
部
す
え
子      

新
樹
光
雲
よ
り
こ
ぼ
る
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　沙
羅
の
花
梢
に
揺
る
る
高
曇
り

○
松
本

　孝
子      

千
条
の
雨
の
奥
な
る
今
年
竹

　
　
　
　
　
　
　
　水
槽
の
黄
色
の
目
高
孕
み
お
り

○
辻

　
　静
香      

涼
し
さ
は
切
り
子
の
皿
の
葛
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　街
路
燈
ま
だ
点
り
い
て
明
け
易
し

○
藤
原

　里
美      

梅
雨
寒
や
膝
の
痛
み
を
何
と
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　曼
珠
沙
華
亡
母
の
呼
ぶ
声
聞
こ
え
そ
う

○
澤
田

　泰
彦      

千
年
の
時
も
一
瞬
花
は
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
　擬
宝
珠
の
定
め
の
時
を
守
り
咲
き

『
会
員
募
集
中
』

　あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。初
心
者
歓

迎
し
ま
す
。

　入
会
ご
希
望
の
方
は
、
澤
田（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
│
０
８
９
７
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

さ
か

の
う
ぜ
ん
か

ぎ 

ぼ
う 

し



 

５
月
21
・
22
の
２
日
間
、
宿
毛

市
に
お
い
て
、
第
16
回
宿
毛
カ
ッ

プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
、
高
知
県
と
愛
媛
県
か
ら
合
計

58
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

３
年
生
チ
ー
ム
は
、
順
調
に
予

選
を
勝
ち
上
が
っ
た
後
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め
、
１
勝

１
分
け
で
決
勝
リ
ー
グ
進
出
を
決

め
ま
し
た
。

 

最
後
の
決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
越

知
・
佐
賀
・
宿
毛
の
高
知
勢
で
の

優
勝
争
い
の
末
、
１
勝
１
敗
で
、

見
事
、
準
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
に
は
、
５
年

生
が
２
人
し
か
い
な
い
５
年
生
チ

ー
ム
も
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は

奮
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
年
生

の
ガ
ン
バ
リ
も
あ
り
、
４
試
合
中

１
勝
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
進
歩

で
、
今
後
に
繋
が
っ
て
い
く
糧
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
指
導

者
や
遠
く
ま
で
応
援
・
お
手
伝
い

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
２
日
間
、
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
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第16回高野山旗学童軟式野球選手権大会出場決定！！おめでとう、越知バッファロー！

お 名 前
生年月日
両 親
住 所
メッセージ

浅田 栞奈　（女）
平成22年6月9日
浅田 一平太・佐織
越知町4区
これからも元気に大きく育ってね。（父ちゃんより）
いつも笑顔をふりまいてくれる栞奈♥
生まれてきてくれてありがとう。
人の気持ちがわかる優しい子になってね。（母より）

あさ だ    かん  な

お 名 前
生年月日
両 親
住 所
メッセージ

岡林 芹　（女）
平成22年7月5日
岡林 健作・里香
越知町1区
誕生日おめでとう。すくすく元気に育ってね。　　
（お父さん・お母さんより）

3人仲良く、いっぱい遊ぼうね。　　　　　　　
（お兄ちゃん・お姉ちゃんより）

おかばやしせり

お 名 前
生年月日
両 親
住 所
メッセージ

廣瀨 月菜　（女）
平成22年7月3日
廣瀬 博文・美加
越知町6区
お誕生日おめでとう。
元気で優しい女の子になってね。（父・母より）

ひろ せ     る   な

３
年
生
チ
ー
ム
、準
優
勝
！

越
知
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

 

現
在
、
越
知
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、
新
入
部
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
に
も
基
礎
か
ら

優
し
く
指
導
し
ま
す
。

 

体
験
入
部
も
随
時
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
横
川
友
一
（
監
督
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
―
４
３
３
６
―
１
２
７
４

サ
ッ
カ
ー
部
員

募
集
中
！

越知町観光協会からのお知らせ

7月30日（土） ※雨天時は7月31日（日）
第29回によどかあにばる
詳しくは12ページをご覧ください。


